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クリスマスの精神に
気づく，15ページ
宿には空きがありました，8ページ

主イエスの愛にただ驚く，28ページ

工作――降誕の場面を作りましょう，
「フレンド」8ページ
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2 大管長会メッセージ――人生で最高のクリスマス　トーマス・S・モンソン大管長
8 宿屋の空き部屋　ニール・L・アンダーセン長老

20 福音クラシック――あなたがたの行いを奉献しなさい　ニール・A・マックスウェル長老
25 家庭訪問メッセージ――イエス・キリストは世の光であり命であり希望であられる
34 神殿に集いなさい　クラウディオ・R・M・コスタ長老
37 パートメンバーの家族にもたらされた神殿の祝福　ケイ・プルジビル
40 記憶の中のジョセフ
44 末日聖徒の声

わずかしかなくても，それで十分でした　スエリ・デ・アキノ
国を横断して届いたクリスマスキャロル　ヘザー・ボーシャン
最高のクリスマスプレゼント　ケティ・テレサ・オルティス・デ・アリスメンディ
思いがけない教訓　エリン・ウィルソン

48 読者からの便り

以下の提案は，家庭だけではなくク
ラスでのレッスンにおいても
役立てることができます。
皆さんの家庭やクラスに
合わせて変更を加えてもよ
いでしょう。
「宿屋の空き部屋」8ペー
ジ――この記事に登場
する車の中にいるつも
りで，1枚の毛布の下で皆が体を寄
せ合います。記事の物語を話して聞
かせます。クリスマスの夜をバンで過
ごすのがどういうことか話し合いま
す。宿の主人が，どのようにその家族
に奉仕したかについて話し合います。

このクリスマスの季節に，家族でほ
かの人々に奉仕できる方法につい
て，祈りの気持ちで計画しましょう。

「クリスマスの奇跡」12ページ
――宣教師たちの経験につ
いて家族に話します。宣教師
の歌声が列車に乗ってい
た人々にもたらした喜び
について話し合います。

だれかのために家族でできるクリ
スマスのプロジェクトを計画します。
「あなたがたの行いを奉献しなさ
い」20ページ――踏み石の代わりと
して，石または紙といったものを5つ
選びます。選んだもの一つ一つに，
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御父が持っておられる愛について
話し合ってください。
「内緒のおくり主」F14ページ――
デビッドの物語を家族に話します。
デビッドは何を学びましたか。「内
緒のおくり主」になるというデビッド
の模範に倣って，次の中から一つを
行いましょう。（1）近所で孤独な人や
助けが必要な人，またはそのような
家族を祈りの気持ちで選びます。
その人たちの役に立つ奉仕を計画
します。（2）家族の名前を一人ずつ
別々の紙に書きます。その中から一
人の名前を選び，今週，その人に内
緒で奉仕をします。

項の表題を書いてはり，それぞれの
項について話し合いながら，踏み石
を順に進みます。同時に，記事で引
用されている聖文を読んでもいいで
しょう。人生で直面するつまずきの
石について話し合います。最後に，
記事の最後の数段落を読みましょう。
「主イエスの愛にただ驚く」28
ページ――「喜びの再会」の項を，帰
還した宣教師が家族に近づいて来
るところまで読みます。その宣教師
のもとにだれが最初に走り寄るか，
家族に予想してもらいます。物語を
読み終えてから，親が子供に抱く愛
や，わたしたちすべてに対して天の
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青 少 年
7 ポスター――神はあなたを愛してくださった

12 クリスマスの奇跡　ライアン・キャンベル
15 アドベントカレンダー――キリストの降誕の預言
26 質疑応答――祈りの度に同じことを言ってしまいます。

単なる繰り返しではなく，祈りをもっと有意義なものにするには
どうしたらよいでしょうか。

28 主イエスの愛にただ驚く　ジェフリー・R・ホランド長老

表紙
「降誕」ジョン・マクナートン画

「フレンド」表紙
「クリスマスイブの劇」マージー・オルセン画

神はあなたを愛してくださった

そのひとり子を賜わった
ほどに

（ヨハネ3：16参照）





この時季になると，至る所からクリス
マスの音楽が聞こえてきます。好き
なクリスマスの歌を聞くと，家が懐

かしくなり，過ぎ去ったクリスマスを思い出しま
す。このような歌です。

クリスマスになると
我が家に帰りたくなる
どんなに遠く離れていても
我が家には数え切れない喜びがあるから
クリスマスになると，帰りたくなる
懐かしい我が家 1

ある作家はこう述べています。「またクリス
マスが来た。クリスマスは心の故郷だ。その神
秘性と，雰囲気と，魅力によって他から分けら
れたこの季節は，ある意味で時間という枠組み
の外側に存在している。大切なものすべてが，

永遠に続くものすべてが，また再び心に根を下
ろす。わたしたちは再び我が家に帰って来た
のだ。」2

デビッド・O・マッケイ大管長（1873－1970年）
はこのように宣言しています。「真の幸福はほ
かの人を幸福にすることによってのみ得られま
す。すなわち，自分の命を得るには，自分の命
を失う必要があるという救い主の教義を実生
活に応用することです。要するに，クリスマスの
精神はキリストの精神です。キリストの精神は
兄弟愛と友情の炎を燃え上がらせ，親切な奉
仕の行いに導いてくれます。
それはイエス・キリストの福音の精神です。そ

の精神に従うなら『地に平和』がもたらされま
す。なぜなら，クリスマスの精神とは『すべての
人に対する善意』という意味だからです。」3

得ることではなく，与えることにより，クリスマ
スの精神は大きく花開きます。敵を赦

ゆる

し，友を
思い出し，神に従うのです。クリスマスの精神
は人の心の見晴らし窓にイルミネーションを施
します。わたしたちはその窓から外を見て，世
の忙しい生活を見詰めます。そして物よりも人
に関心を抱くようになるのです。「クリスマスの
精神」の真の意味を理解するには，「クリスマス」
の最後の音節を読まなければよいのです。そ
うすれば「キリストの精神」となるのです（訳注
――英語の「クリスマス」〔Chirstmas〕の最後の
音節を読まなければ「キリスト」〔Christ〕となる）。

得ることではなく，
与えることにより，
クリスマスの精神は
大きく花開きます。
わたしたちは
物よりも人に
関心を抱くように
なるのです。

3／ 2 0 0 8 年 1 2 月 号
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「見よ，おとめがみごもって男の子を産む。そ
の名はインマヌエルととなえられる。」4 ――イ
ンマヌエルとは「神われらとともにいます」とい
う意味です。
アメリカ大陸では，預言者たちは
こう述べました。「全能の主が，
力をもって……土の幕屋に宿〔ら

4

主を思い起こす
クリスマスの精神を持つとき，一年のこの時
季にその降誕を祝う御方，すなわち主を思い
起こします。いにしえの預言者が預言した，あ
の最初のクリスマスの日に思いをはせるので
す。皆さんはわたしと一緒にイザヤの言葉を思
い起こします。



れる〕……時が来る。しかもそれは遠い先のことではない。
……この御方は数々の試練に耐え，……苦痛……に耐えられ
る……。……この御方は，イエス・キリスト，神の御子……と呼
ばれる。」5

そしてあの最も崇高な夜が訪れました。羊飼いらが野原
にいると，主の天使が現れ，救い主の降誕を告げたのです。
後に，東から博士たちがエルサレムへ旅して来て言いました。
「『ユダヤ人の王としてお生

うま

れになったかたは，どこにおられ
ますか。わたしたちは東の方でその星を見たので，そのかた
を拝みにきました。』……
彼らはその星を見て，非常な喜び

にあふれた。
そして，家にはいって，母マリヤのそ
ばにいる幼な子に会い，ひれ伏して拝
み，また，宝の箱をあけて，黄金・乳

にゅう

香
こう

・没
もつ

薬
やく

などの贈り物をささげた。」6

時代は変わり，年月が瞬く間に過ぎ
去りましたが，クリスマスは相変わらず
神聖です。このすばらしい時満ちる神
権時代にあって，自分をささげる機会
は確かに数限りなくありますが，その
ような機会はすぐに過ぎ去ります。喜
ばせるべき心があります。語るべき親
切な言葉があります。与えるべき贈り
物があります。なすべき行いがありま
す。救うべき魂があります。

クリスマスの贈り物
1930年代の初め，マーガレット・キシレビッチと妹のネリー
は，隣人のコーズィッキ家族にクリスマスの贈り物をしました。
コーズィッキ家族はそのことを生涯忘れず，その経験を思い起
こす度に彼らの霊は鼓舞されました。
当時マーガレットはカナダ・アルバータ州ツーヒルズに住ん

でいました。そこはおもにウクライナやポーランドからの移民
が住む農村で，大家族が多く，生活は非常に貧しいものでし
た。大恐慌の時代でした。
マーガレットの家族には，父母と15人の子供がいました。
マーガレットの母親は勤勉で，父親は進取の気性に富んでい
ました。子供がたくさんいたので，家族の中に多くの働き手
がいました。そのため，家庭の雰囲気はいつも温かく，質素
な暮らしではありましたがひもじい思いをすることは一度も
ありませんでした。夏には庭の畑にたくさんの作物がなり，ザ

ワークラウトやカッテージチーズ，サワークリーム，ピクルスな
どを作り，ほかの人と交換しました。鶏，豚，肉牛も飼ってい
ました。現金はほとんどありませんでしたが，こうしたものを，
自分では作れないほかのものと交換することができました。
マーガレットの母親には，母国から一緒に移って来た友達が

数人いました。友人たちは共同で雑貨屋を所有していて，そこ
は地域の物々交換所になっていました。人 は々使わなくなった
中古衣料品や靴などを寄付したり，交換したりしていました。こ
のような中古品の多くがマーガレットの家族に流れて来ました。

アルバータの冬は寒く，長く，厳し
いものです。特に寒くて厳しいある冬
のことでした。マーガレットと妹のネ
リーは隣人のコーズィッキ家族の貧し
い暮らしに気づきました。（コーズィッ
キ家族も農家で，数マイル先に農場を
持っていました。）コーズィッキ家の父
親は，自分で作ったそりに子供たちを
乗せて学校へ送って行くと，家へ帰る
前に必ず校舎の中へ入って，だるまス
トーブで体を温めていました。家族は
皆，靴の代わりに，ぼろ布や麻袋を細
長く切って足に巻き付け，中にわらを
詰め，麻ひもで縛っていました。
マーガレットとネリーは，子供たち
を通して，コーズィッキ家族をクリスマ
スの食事に招待することにしました。

ただし，この招待のことは，自分たちの家族のだれにも内緒
にしておくことにしました。
クリスマスの日の朝が明けました。マーガレットの家族は
皆，正午のごちそうの準備に大忙しでした。特大のロースト
ポークが前の晩からオーブンに入っています。ロールキャベ
ツ，ドーナツ，プルーン入りパン，特製カラメルポンチなどが早
くから出来上がっていました。さらに，ザワークラウト，ディル
ピクルス，野菜などが食卓を彩ることになっていました。マー
ガレットとネリーは新鮮な野菜を準備する担当でした。ジャ
ガイモやニンジン，赤カブの皮をむいていると，どうしてそん
なにたくさんむくのかと母親に何度も聞かれました。でも，二
人は皮をむき続けました。
13人もの人を乗せた馬ぞりが，小道をこちらへ走って来ま

した。最初に気づいたのは，父親でした。馬が大好きな父
親は，遠くからでも馬の姿を判別することができたのです。
父親は母親に尋ねました。「どういうわけでコーズィッキ家が
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うちへ来るのかい？」母親は答えました。「さあねえ。」
コーズィッキ家族が到着しました。マーガレットの父親は
コーズィッキ氏に手を貸して馬を馬屋に入れました。コー
ズィッキ夫人はマーガレットの母親を抱き締め，クリスマスに
招待してくれたお礼を述べました。そして，全員がにぎやか
に家の中へ入り，お祝いの食事が始まりました。
最初に大人たちが食べました。それから皿や食器を洗っ

た後で，今度は子供たちが交替で食べました。すばらしいご
ちそうでした。分け合って食べることで，ますますおいしくな
りました。みんなが食べ終わると，クリスマスキャロルを一緒
に歌いました。そして大人たちはまた腰を落ち着けておしゃ
べりを続けました。

慈愛を行いで表す
マーガレットとネリーは子供たちを寝室へ連れて行き，ベッ

ドの下から幾つか箱を引っ張り出しました。箱の中には，雑
貨屋を経営している母親の友人たちからもらった中古衣料品
がたくさん入っていました。楽しい大騒ぎとなりました。みん
な自分の欲しい服や靴を身に着けて，即席のファッション
ショーが始まりました。あまりの騒ぎに，マーガレットの父親
が何をしているのか見に来ました。父親は子供たちの楽し
そうな姿と，「新しい」服を着て大喜びしているコーズィッキ
家の子供たちを見て，ほほえんで言いました。「続けなさい。」
午後の早い時間，日が沈んで暗く寒くなる前に，マーガレッ
トの家族は友人の家族を見送りました。帰るときには，みんな
おなかがいっぱいで，暖かい服と靴に身を包んでいました。
マーガレットとネリーはコーズィッキ家を招待したことをだ
れにも話しませんでした。秘密が分かったのは，1998年，
マーガレット・キシレビッチ・ライトの77回目のクリスマスでし
た。そのとき初めて家族に話したのです。それは人生で最
高のクリスマスだったとマーガレットは言いました。
わたしたちも人生で最高のクリスマスを過ごしたいと思う

なら，あの革の履き物の足音に耳を澄まさなくてはなりませ
ん。あの大工の御

み

手
て

の方に向かって，自分の手を伸ばさなく
てはなりません。あの御方の足跡を一歩一歩たどりながら，
わたしたちは疑いを捨て，真理を手にするのです。
ナザレのイエスについて，こう言われています。「イエスは
ますます知恵が加わり，背たけも伸び，そして神と人から愛さ
れた。」7 わたしたちは主の模範に従おうと決心しているでしょ
うか。聖文の一節には，わたしたちの主であり救い主である
御方をたたえる言葉が書かれています。「イエスは，神が共に
おられるので，よい働きをしながら，……巡回されました。」8

このクリスマスの時季にあって，またこれから訪れるすべて
のクリスマスにあって，わたしたちが主の足跡をたどることが
できるよう祈ります。そうするならば，どのクリスマスも人生で
最高のクリスマスになるでしょう。■

注
1．アル・スティルマン作詞，ロバート・アレン作曲，“Home for the Holidays.”
2．エリザベス・ボーエン，“Home for Christmas，”メアリー・エンゲルブライト，
Believe: A Christmas Treasury（1998年），27で引用

3．デビッド・O・マッケイ，Gospel Ideals（1953年），551
4．イザヤ7：14。マタイ1：18－25も参照
5．モーサヤ3：5，7－8
6．マタイ2：2，10－11
7．ルカ2：52
8．使徒10：38

6

ホ ー ム テ ィ ー チ ャ ー へ の 提 案

このメッセージをよく祈って研究した後，あなたが教える人々
の参加を促すような方法を用いて分かち合ってください。幾つ
かの例を以下に紹介します。
1．家族にマッケイ大管長の引用文を声に出して読んでもらう。

わたしたちも人生で最高のクリスマスを過ごしたいと思うなら，
キリストの足跡をたどらなくてはならない。家族に自分の足の
形をなぞって書いてもらう。ホームティーチャーが帰った後に少
し時間を取って，他の人のためにできる奉仕の行いを各々の足跡
に祈りの気持ちで書くように勧める。救い主の絵を用意して，絵
に近づいて行くように足跡の紙を置くよう提案する。こうすれ
ば，奉仕によって主に近づけることを思い起こすことができる。
2．思い出に残っているクリスマスの経験を2つか3つ話すよ

う家族に勧める。その経験はなぜすばらしかったのだろうか。
コーズィッキ家族の経験を読むかまたは話す。今月，自分以外の
だれかがクリスマスの時季を楽しめるように，その人のために奉
仕する方法を考えるように家族に勧める。
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神はあなたを愛してくださった

そのひとり子を賜わったほどに
（ヨハネ3：16参照）





彼は即座に
頭と指を振りました。
クリスマスの
寛大な精神が，
彼の心を
満たしていました。
「いいえ，何も
受け取りませんよ」
と彼は言いました。

ぎゅう詰めになっていると同時に，クリスマスの
精神にも満たされていました。クリスマスキャ
ロルを歌い，大好きな物語を聞きながらの移
動だったので，時間がたつのが早く感じられま
した。クリステンとデレックは，クリスマスの朝
のプレゼントのことを考え，1時間ごとに期待
をふくらませていました。わたしたちの帰りを
待つ夫婦宣教師が伝道本部で用意している，
七面鳥料理のよい香りが漂っているかのようで
した。クリスマスの雰囲気を肌で感じました。
異変があるかもしれないと気づいたのは，夕
方になってからでした。その日の午前中，バン
のギアがスムーズに入らないことが何度も
あったのです。車を止めて，トランスミッション
液の残量を確認しましたが，どこにも問題はな
さそうでした。辺りは暗くなりかけていて，車
を止めた場所はボルドーからまだ2時間離れて
いるのに，ギアは3速，4速，5速にまったく入
らなくなりました。
わたしたちは2速で，田舎の並木道を，
のろのろと進んで行きました。このままボ
ルドーまで運転するのは恐らく不可能だと
判断し，わたしたちは助けを探しました。

よく晴れた気持ちのよい冬の午後，わ
たしたちはバンで，フランスのボル
ドーにある伝道本部に向かってい

ました。それは1990年12月24日のことで，わ
たしたちはクリスマスを伝道本部で祝うための
帰路にありました。
妻のキャシーとわたしは4人の子供たち，

キャミー（14歳），ブラント（13歳），クリステン（10
歳），デレック（8歳）と一緒に，心に残る1週間
を過ごしたばかりでした。伝道部の管轄地域
が広範囲にわたってるため，クリスマスを祝う
ために宣教師たちを一か所に集めることはし
ませんでした。代わりに，わたしたち家族は伝
道部内のすべての都市を訪れ，宣教師たちに
家族でともに過ごす気持ちを味わってもらいま
した。我が家の子供たちには，各訪問先でク
リスマスの特別プログラムを発表してもらいま
した。わたしたち家族は，一年のこの輝かし
い時節に，キリストの回復された福音を分かち
合うというすばらしい特権に浴していることを，
一人一人の宣教師とともに喜び合いました。
訪問の最終日，4人の宣教師がわたしたちに

同行していました。大きな青いバンはぎゅう

七十人会長会

ニ ー ル・ L ・ア ン ダ ー セ ン 長 老

空き部屋
宿屋の

絵
／
リ
チ
ャ
ー
ド
・
バ
ー
ド
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最初に望みをかけたのは，ちょうど閉店の準備をしていたコ
ンビニエンス・ストアでした。近くにレンタカーを借りられる場
所，もしくは駅がないか尋ねました。しかしそこは大都市から
も小さい町からも遠く，期待した答えは得られませんでした。
わたしは車に戻りました。年下の子供たちの顔に，不安と

失望が浮かんでいました。この子たちはクリスマスイブに家
に帰れないのでしょうか。一年でいちばん特別な夜を，ぎゅ
うぎゅう詰めの伝道部のバンで過ごすのでしょうか。故郷か
ら遠く離れて暮らす宣教師を励まし幸せを運んで来たという
のに，この子たちは，自分の家から遠く離れた，人里離れた
フランスの田舎道でクリスマスを迎えることになるの
でしょうか。
クリステンはだれに願い求めればよいか

知っていました。そして，すぐに祈ることを
提案しました。これまでに何度も，
宣教師や求道者，教会員，指導者，
フランスの人 ，々わたしたち家族など，
助けが必要な人たちのために家族全員で
祈ってきました。わたしたちは頭を垂れ，謙

けん

遜
そん

に
助けを願い求めました。
辺りはすでに暗くなっていました。人がジョギングするの

と同じくらいのペースで，バンはゆっくりと松林の中を進みま
した。わたしたちは3マイル（5キロ）先の小さな町にたどり
着けるように望んでいました。しばらく行くと，車のライトが小
さな標識を捕らえました。ビルヌーブ・ド・マルサンの方角を示
しています。
ポーからボルドーまでの2車線道路なら何度も走ったこと

がありましたが，小さな町ビルヌーブ・ド・マルサンへ行く道を
通ったことはありません。どうにかこうにか町にたどり着くと，
フランスの典型的な小集落が目に入りました。家々や小さな
店が軒を連ねて建ち並び，町へ続く細い道をいっそう窮屈
に感じさせます。人々は早 と々家のよろい戸を閉じ，通りは
暗く，人影もありません。町の中央にある古いカトリック教会
の光だけが，この町に住んでいる人がいることを示していまし
た。その光は伝統的な真夜中のミサに備えて明るく輝いてい
ました。教会を通り過ぎたところで，バンはがたがたと揺れ
て，止まってしまいました。幸運にも，車が止まったのは美し
い田舎宿の前でした。宿の明かりがついています。これが
助かる最後のチャンスだと思いました。
大勢で押し掛けて宿にいる人を圧倒しないように，キャ
シーとキャミーと宣教師を車内に残し，下の3人の子供たちを
連れて行きました。わたしはフロントにいた若い女性に事情

を説明しました。子供たちの表情から追い詰められた様子
を見て取ったのでしょう，彼女は優しく，宿屋の主人のフラン
シス・ダローズ氏を呼ぶのでしばらく待つように言いました。
キャミーが様子を見に来ました。ダローズ氏を待つ間，わ
たしは声を出さずに感謝の祈りをささげました。今夜中にボ
ルドーへはたどり着けないかもしれない，けれども，きれい
なホテルに導いてくださった天の御父は，何と優しい御方な
のだろう！ フランスの田舎道で，車中で夜を過ごすことに
なっていたかもしれないことを考えると，身震いがしました。
隣の部屋はレストランでしたが，驚いたことに，クリスマスイブ

に開店していました。おいしい食事を食べ，熱いシャ
ワーを浴び，心地よい眠りに就けるでしょう。
ダローズ氏が伝統的なフレンチシェフの
かっこうで現れました。白い上着の2列のボ
タンがあごのすぐ下までかかっています。
彼はホテルのオーナーであり，町の重鎮
でした。それだけでなく，彼が紳士であ
ることが，温厚なひとみと，すぐに笑顔を
見せてくれたことから分かりました。

わたしは彼に，わたしたちが困った状況に陥っ
ていることや，10人でバンに乗ってボルドーに向かっている
ことを説明しました。彼はわたしの発音が独特であることに
気づいたようです。それで，わたしたちがアメリカ人であるこ
とと，フランスにいる理由を手短に説明しました。
話を聞くが早いか，彼はわたしたちを助けようとしてくれまし

た。10マイル（16キロ）ほど先に中都市があり，列車が運行し
ています。彼は電話で尋ねてくれましたが，ボルドー行きの次
の列車はクリスマスの朝の10時15分まで来ないとのことでし
た。その中都市のレンタカー会社はすべて閉店していました。
年下の子供たちの表情に，落胆の色がありありと浮かびま
した。わたしはダローズ氏に，宿屋に家族と宣教師が泊まれ
る空室があるか尋ねました。家には着けなくとも，少なくともこ
のような宿泊施設を見つけられたことは大きな祝福でした。
ダローズ氏は子供たちを見ました。出会って数分しかたっ

ていないのに，彼の心は大海をも越える兄弟愛に動かされま
した。そして，彼の兄弟愛がわたしたちを一つの家族にしま
した。クリスマスの寛大な精神が，彼の心を満たしていまし
た。「アンダーセンさん，もちろんここにお貸しできる部屋は
あります。しかし，クリスマスイブを宿屋で過ごしたくはない
でしょう。子供たちは家に帰るべきです。クリスマスの朝を楽
しみに待っているのですから。わたしの車をお貸ししますよ。
そうすれば今夜ボルドーに帰れるでしょう。」
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わたしは彼の心遣いに驚きました。ほとんどの人は，見知
らぬ人，特にわたしたちのような外国人を警戒するのではな
いでしょうか。わたしは礼を言いました。しかしわたしたち
は10人なので，フランスの小さな車には乗り切れないことを
話しました。
彼は一瞬ためらいましたが，そのためらいによって兄弟愛

はなえるどころかさらに膨らみました。
「ここから10マイル（16キロ）ほど先のわたしの農場に古い
バンがあります。農業用に使っていて，座席は前に二つしか
ありません。時速45マイル（70キロ）ほどしか出ませんし，暖
房もよく効かないかもしれません。それでもよければ，10マ
イルあなたを乗せて，車を取りに農場へ行きますよ。」
子供たちは喜んで躍り上がりました。わたしはポケットに
手を入れて，現金かクレジットカードを探しました。彼は即座
に頭と指を横に振りました。
「いいえ，何も受け取りませんよ」と彼は言いました。「クリ
スマスが終わったら，時間のあるときに車を戻しに来てくだ
さい。今夜はクリスマスイブです。家族を家に連れて帰って
ください。」

御父にしか
わたしたちを
家に帰らせることが
できないときに，
御父は
わたしたちの祈りに
こたえてくださいました。

真夜中を過ぎてしばらくすると，ボルドーの明かりが見えて
きました。子供たちと宣教師たちは，宿屋の主人のバンの後
部で，眠りに落ちていました。家に続く見慣れた道を運転し
ながら，キャシーとわたしは，優しい天の御父に，わたしたち
自身のクリスマスの奇跡について感謝しました。御父にしか
わたしたちを家に帰らせることができないときに，御父はわ
たしたちの祈りにこたえてくださいました。
ビルヌーブ・ド・マルサンの宿屋に空き部屋があったにもかか
わらず，わたしたちはクリスマスイブに家に着いたのです。■

本稿「宿屋の空き部屋」（Room in the Inn）は，Christmas Treasures
（Deseret Book，1994年）に収録されています。
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その日は宣教師としてクリスマスの季節を祝うアイデアを出す
ことになっていました。すっかり忘れていたのですが，わたし
はそのことを気づかれたくありませんでした。その場で必死
に考えてあの演奏家たちのことを思い出し，ディストリクトの宣
教師が列車でクリスマスの賛美歌を歌うことを提案しました。
わたしがバイオリンで伴奏できることも伝えました。驚いたこ
とに，というよりはむしろ困ったことに，ディストリクトリーダー
はこのアイデアが気に入ってしまいました。わたしたちは演
奏する日を決めました。「どうしてあんなことを言ったのだろ
う。」こうつぶやいた訳は，ディストリクト内の宣教師のうち3
人が音痴だったことを思い出したからです。
その日がやって来ました。宣教師たちは駅のプラットホー
ムに集合しています。日没後かなり時間が経過していて，寒
さはひどいものでした。わたしの足はすでにかじかんでいま
した。最後の練習を5分ほどしていると，列車がゆっくりとプ
ラットホームに入って来ました。ドアが開くと，わたしたちは
冷たい風と雪をしのげる列車に喜び勇んで入りました。ケー
スからバイオリンを取り出しながら，わたしは神が聞く人の
心に触れてくださるようにと，黙って祈りました。
わたしたちが列車に乗り込んでも，ほとんどの乗客は気に
する様子もありません。わたしの指はまだ温まっていません
でした。そのため，弾き始めたバイオリンはとても単純なが
ら，鋭く貫くような音を出しました。突然，車内の雰囲気が変
わりました。まるで触ることができるほど，空気が張り詰めま
した。乗客たちは息を凝らしているようでした。そこへほか
の宣教師たちが加わって，「聖

きよ

し，この夜」を歌い始めました。

聖し，この夜
星は光り

ロシア・モスクワ伝道部の冬は，冷たい季節です。
宣教師にとって，これは天候ばかりか，時には
人々の態度にも当てはまります。人々の気持ちは

内向的になるのです。仕事が終わると足早に帰宅する人ばか
りのように見えます。人々は不機嫌で，道路はひどく滑りやす
く，冷気は露出した肌に容赦なく突き刺さります。笑顔を見
ることはめったにありません。
こんな中で，同僚とわたしは2005年の冬を迎えていました。

信仰と希望と愛というわたしたちのメッセージを分かち合い，
人々を励ましたかったのですが，耳を傾けてくれる人はだれ
もいませんでした。それに正直なところ，わたしの気分はそ
れほど良くありませんでした。意気消沈せずにはいられませ
んでした。来る日も来る日も，寒い通りを行ったり来たりして
教える人を探しましたが，骨まで凍りつきそうなほど足は冷
え切っていました。がっかりするような状況でしたが，あきら
めるわけにはいきません。クリスマスがそこまで来ていたの
で，人々にクリスマスの精神を感じてほしかったのです。でも
一体どうやって？
ある晩，アパートに帰るため列車に乗っていたところ，小人
数の演奏家たちが車両に乗り込んで来ました。彼らは見事
な演奏を聴かせてくれました。ところが驚いたことに，だれも
感動する様子がありません。一人か二人ぐらいはポケットの
小銭を上げたようですが，ほかの人はただ，いてつく窓を眺
めているばかりでした。わたしは演奏家たちが気の毒に思
えて，硬貨を2，3枚渡しました。
程なく列車がアパートに近い駅に到着すると，わたしたち
は走って帰りました。アパートに帰ってドアを閉めた途端，電
話が鳴りました。受話器を上げると，ディストリクトリーダー
（訳注――伝道地区を管理する宣教師の指導者）の声でした。

13／ 2 0 0 8 年 1 2 月 号
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クリスマスの
奇　跡
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救いの御
み

子
こ

は
み母の胸に
眠りたもう
夢やすく 1

わたしが伴奏し，ほかの宣教師たちが歌っ
ている間，列車の中で言葉を発する人はだれ
一人いませんでした。賛美歌の演奏を終えると，
わたしは人々の顔を見渡しました。だれもが
わたしたちをじっと見詰めています。涙で頬

ほお

を
ぬらしている女性も何人かいました。少しの間，
静寂が続きました。だれもその雰囲気を壊し
たくなかったのです。ついに，後方の座席にい
た一人の男性が立ち上がって叫びました。「あ
の人たちは聖者だ，間違いなく聖者だ！」皆が
拍手し始めました。
通路を歩いて行くと，多くの人がわたしたち
にお金を渡そうとしました。受け取らないこと
を伝えると，彼らはなおさら驚きました。だれ
かが小声で「こんなことあるはずがない」と言
うのが聞こえました。ある男性などは1,000
ルーブルを渡そうとしました。わたしたちが断
ると彼はとても驚いたようでした。お金を受け
取る代わりにパス・アロング・カードを勧めると，
彼は喜んで受け取りました。間もなくほかの乗
客たちもパス・アロング・カードを欲しいと言い
出しました。教会とわたしたち宣教師のことに
ついても尋ねてくれました。見回したところ，ど
こもかしこも笑顔と心のこもったあいさつであ

ふれているようでした。車両の端まで行ったと
ころで，わたしたちは乗客に「メリークリスマス」
と声をかけ，この新たな友人たちに手を振って
別れを告げました。
車両のドアを出たところで，わたしたちは信じ

られないという表情で互いを見ました。「一体，
何が起きたんだろう！」わたしたちは口々にそ
う言いました。次の列車が来ると，さっきの倍
の勢いで中に入りました。最初，乗客たちはわ
たしたちのことを気に留めてはいませんでし
た。でも，賛美歌の演奏を終えたときの彼らの
反応は，先ほどと同じ奇跡的なものでした。そ
の晩はずっと電車を乗り換えながら演奏をしま
したが，どの電車でも同じ経験をしました。伝
道に出て以来一度も，このように受け入れられ，
人々の愛を感じたことはありませんでした。
その晩，家路をたどりながら，音楽と救い主
についてのメッセージ，そしてクリスマスの精神
が織り成す奇跡を見たことを実感しました。た
とえ人生最悪だと思える時期であっても，主が
いてくださることが慰めとなります。御

み

霊
たま

の力
によって，人がどれほど劇的に変われるものか
をこの目で見たことは，最高の祝福でした。わ
たしはこの夜のことをいつも忘れず，心に刻ん
で大切にします。御霊がずっとそのような奇跡
をもたらしてくれますように。■

注
1.「聖し，この夜」『賛美歌』118番



昔の人たちが主をお迎えするためにどのような準備をしたかを思い出しながら，今からクリスマスの備えをしましょう。

聖書やモルモン書に登場する多くの預言者は，実際に主がおいでになる何
百年も前から，イエス・キリストが生まれ，教え導かれることを預言してい
ました。クリスマスまでの12日間，このアドベントカレンダーを通して，救

い主の降誕や生涯についての聖句，そしてもっとキリストのような人になるためにで
きる活動を紹介します。日付の下にある聖句を読みましょう。その下には関連
する活動があります。興味のあるものに挑戦してみてください。両親の許可を
得たうえで，これらのアイデアを家庭の夕べで行ってもよいでしょう。
トーマス・S・モンソン大管長はこう話しました。「これからしばらくの間，仰々
しいうたい文句が並ぶクリスマスプレゼントのカタログのことは忘れましょう。
お母さんへの花束や，お父さんへのすてきなネクタイ，かわいらしい人形や，
汽笛の鳴るおもちゃの汽車，ずっと待っていた自転車，本やビデオのことも，
考えないようにしましょう。その代わりに，神から与えられた，朽ちることの
ない贈り物に思いを向けましょう。」1 ■

注
1．トーマス・S・モンソン「大切な贈り物」『リアホナ』2006年12月号，4。Ensign 2006年12月号，6

キリストの降誕
の預言

アドベントカレンダー

絵
／
ス
コ
ッ
ト
・
グ
リ
ア
ー

クリスマスの季節が終わっても，
学んだことを
思いや心に留めておきましょう。
そして，人に仕えることによって
一年中クリスマスを
お祝いしましょう。
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12月13日
旧約聖書の預言者イザヤは，一人の
純真な女性が天の御父の御子を産む
と預言しました。この聖句は，主がお
生まれになる700年以上前に書かれま
した。
「見よ，おとめがみごもって男の子を
産む。その名はインマヌエルととなえ
られる。」（イザヤ7：14；2ニーファイ
17：14も参照）
「ひとりのみどりごがわれわれのた
めに生

うま

れた，ひとりの男の子がわれわ
れに与えられた。まつりごとはその肩
にあり，その名は，『霊妙なる議士，大
能の神，とこしえの父，平和の君』とと
なえられる。」（イザヤ9：6；2ニーファ
イ19：6も参照）

よく祈り，友達，家族，ワードや支部の
会員の中から一人を選びます。その人
に気づかれないように，簡単な贈り物
をそっと残しましょう。ちょっとした
お菓子，聖句を読んで感じたことを書
いたもの，あるいはクリスマスカード
などでもよいでしょう。

12月14日
ニーファイは示現の中で，おとめマリ
ヤと赤ん坊のイエスを見ました。
「すると天使は言った。『見よ，あな
たが見ているおとめは，肉に関して神
の御子の母である。』
そしてわたしは，そのおとめが御

み

霊
たま

に連れて行かれるのを見た。そのお
とめが御霊に連れて行かれてからしば
らくして，天使がわたしに『見なさい』
と言った。
それで眺めると，腕に幼

おさな

子
ご

を抱いた
おとめが見えた。
すると天使がわたしに言った。『神
の小羊，まことに永遠の父なる神の御
子を見なさい。』」（1ニーファイ11：
18－21

自分が欲しいものではなく，人に贈り
たいもののクリスマスリストを作りま
しょう。

12月15日
預言者はキリストの地上での使命に
ついて証

あかし

しました。これは紀元前150
年ごろの預言者アビナダイの言葉です。
「このように，肉体が御霊に従い，あ
るいは御子が御父に一つの神として従
われた後，御子は誘惑を受けてもその
誘惑に負けず，かえって御自分の民か
らあざけられ，鞭

むち

打たれ，追い出され，
拒まれるままになさる。
そして，このようなことの後，また人

の子らの中で多くの大きな奇跡が行わ
れた後，……
……この御方は連れて行かれて，十
字架につけられ，殺され，その肉体は
死に従うが，御子の御

み

心
こころ

は御父の御心
にのみ込まれてしまう。」（モーサヤ
15：5ー7）

クリスマスのお菓子や食事を作って，
ワードや支部の家族に贈りましょう。ほ
かの人に何かを贈ることは，ワードの一
致や友情を深めるうえで役立ちます。



12月16日
アルマは紀元前83年ごろ，ギデオン
に住む人々にこう預言しました。
「神の御子は地の面に来られる……。
そして見よ，神の御子は……マリヤ
からお生まれになる。マリヤは聖霊の
力により覆われて身ごもり，男の子，ま
ことに神の御子をもうけるおとめで
あって，尊い，選ばれた器である。
そして神の御子は，あらゆる苦痛と
苦難と試練を受けられる。これは，神
の御子は御自分の民の苦痛と病を身
に受けられるという御

み

言
こと

葉
ば

が成就する
ためである。
また神の御子は，御自分の民を束縛
している死の縄目を解くために，御自
身に死を受けられる。また神の御子は，
肉において御自分の心が憐

あわ

れみで満
たされるように，……彼らの弱さを御自
分に受けられる。」（アルマ7：9－12）

助けを必要としている人に奉仕という
贈り物をしましょう。自分がどのよう
な奉仕の贈り物をすることができる
か，家族に考えてもらってもよいで
しょう。

12月17日
イエス・キリストは神の子供たち一人
一人を愛しておられ，一人としてお忘
れになることはありません。エゼキエ
ルは，主が羊飼いとなって失われた羊
をお集めになると預言しました。
「主なる神はこう言われる，見よ，わ
たしは，わたしみずからわが羊を尋ね
て，これを捜し出す。
牧者がその羊の散り去った時，その

羊の群れを捜し出すように，わたしは
わが羊を捜し出し，……
すべての所からこれを救う。わたし
は彼らをもろもろの民の中から導き出
し，……彼らの国に携え入れ，イスラエ
ルの山の上……でこれを養う。」（エゼ
キエル34：11－13）

弟や妹，年下の親
しん

戚
せき

や友達と一緒に過
ごしましょう。ルカによる福音書第2
章にあるクリスマスの話を読んであげ
ましょう。

12月18日
イエス・キリストは完全な御方でした
が，すべての義にかなったことを成就
するためにバプテスマをお受けになる
必要がありました。ニーファイが記録し
た，リーハイの預言を読んでみましょう。
「そして，父が言うには，この預言者
〔バプテスマのヨハネ〕はヨルダンのか
なたベテアバラでバプテスマを施す。
またバプテスマは水で施し，まことに
メシヤに水でバプテスマを施す。
そして彼は，メシヤに水でバプテス
マを施してから，世の罪を取り除く神
の小羊にバプテスマを施したことを認
め，その証をする。」（1ニーファイ10：
9－10）

ワードや近所で病気の人，お年寄り，
夫を亡くした人と一緒に過ごし，時間
という贈り物をしましょう。その人の
思い出のクリスマスについて聞いてみ
ましょう。

17／ 2 0 0 8 年 1 2 月 号



12月19日
レーマン人サムエルは，救い主がお

生まれになるしるしについて預言しま
した。
「見よ，わたしはあなたがたにしる
しを与える。もう五年たつと，見よ，神
の御子がその御

み

名
な

を信じるすべての人
を贖
あがな

うために来られる。
……天に大いなる光があるために，

神の御子が来られる前の夜は暗
くら

闇
やみ

が
なく，人にはまるで昼のように思われ
る。……
また見よ，あなたがたが一度も見た
ことのないような一つの新しい星が現
れる。これもあなたがたへのしるしで
ある。」（ヒラマン14：2－3，5）

自分にとってクリスマスにはどのよう
な意味があるか，また家族にはどのよ
うなクリスマスの伝統があるかを日記
に書きましょう。

12月20日
キリストがお生まれになる前に，天
使ガブリエルがマリヤを訪れました。
「六か月目に，御

み

使
つかい

ガブリエルが，神
からつかわされて，ナザレというガリラ
ヤの町の
一処女のもとにきた。この処女はダ
ビデ家の出であるヨセフという人のい
いなづけになっていて，名をマリヤと
いった。
御使がマリヤのところにきて言った，

『恵まれた女よ，おめでとう，主があな
たと共におられます。……
あなたは神から恵みをいただいて
いるのです。
見よ，あなたはみごもって男の子を
産むでしょう。その子をイエスと名づ
けなさい。』」（ルカ1：26－28，30－31）

家族や友達を集めて近所でキャロリン
グをするか，自分の家でクリスマスの
歌を歌いましょう。

12月21日
ヒラマンの孫のニーファイは主の降

誕を忠実に待っていました。しかし，
信仰心のない人たちはニーファイにこ
う言いました。「時は過ぎ去り，サムエ
ルの言葉は成就していない。だから，
あなたがたがこのことを喜び，信じた
のは，むなしいことだった。」（3ニー
ファイ1：6）
そこでニーファイは，「出て行って地
に伏し，自分の民のために，……熱烈
に神に叫び求め」ました（11節）。
主はニーファイに言われました。「頭
を上げて，元気を出しなさい。見よ，
時は近い。今夜，しるしが示され，明
日，わたしは世に来る。そしてわたし
は，聖なる預言者たちの口を通して
語ってきたすべてのことを成就するこ
とを，世の人々に示す。」（13節）

祈るとき，天の御父に，御子という贈
り物を下さったことを感謝しましょう。



12月22日
ついに，キリストがお生まれになると
いう預言が成就しました。
「さて，ニーファイに下された御言葉
は告げられたとおりに成就し……た。
｠そして，預言者たちの言葉を信じな
かった多くの者は地に倒れ，まるで死
んだようになった。……かつて告げら
れたしるしがすでに現れたからであ
る。……
そして，その夜は一晩中少しも暗く

ならず，まるで真昼のように明るかった。
……
そして，一つの新しい星もその言葉

のとおりに現れた。」（3ニーファイ1：
15－16，19，21）

イエス・キリストはわたしたちに最も
偉大な贈り物を下さいました。それは
御自身の命です。親に手紙を書いて感
謝の気持ちを表しましょう。手紙には，
今までしてくれた良いことへの感謝の
言葉を書きましょう。

12月23日
キリストが地上に来られた夜，ベツ
レヘムにいた，義にかなった羊飼いた
ちに天使が現れて，キリストがお生まれ
になったことを告げました。
「〔マリヤは〕初

うい

子
ご

を産み，布にくるん
で，飼

かい

葉
ば

おけの中に寝かせた。客間
には彼らのいる余地がなかったから
である。
さて，この地方で羊

ひつじ

飼
かい

たちが夜，野
宿しながら羊の群れの番をしていた。
すると主の御使が現れ，主の栄光が
彼らをめぐり照したので，彼らは非常
に恐れた。
御使は言った，『恐れるな。見よ，す

べての民に与えられる大きな喜びを，
あなたがたに伝える。
きょうダビデの町に，あなたがたの
ために救

すくい

主
ぬし

がお生れになった。この
かたこそ主なるキリストである。』」（ル
カ2：7－11）

もっと幸せで親切な人になる決意をし
ましょう。

12月24日
クリスチャンであるわたしたちは毎

日，そして一年中，信仰と善い行いを
通してイエス・キリストの証人となりま
す。預言者ジョセフ・スミスとシドニー・
リグドンはこのように証しています。
「そして今，小羊についてなされてき
た多くの証の後，わたしたちが最後に
小羊についてなす証はこれである。す
なわち，『小羊は生きておられる。』
わたしたちはまことに神の右に小羊

を見たからである。また，わたしたち
は証する声を聞いた。すなわち，『彼
は御父の独り子であり，
彼によって，彼を通じて，彼から，も
ろもろの世界が現在創造され，また過
去に創造された。そして，それらに住
む者は神のもとに生まれた息子や娘と
なる』と。」（教義と聖約76：22－24）

断食証会など，次の適切な機会に救い
主について証しましょう。■
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この話は，不完全ながらも信仰の家族
とともに努力を重ねている人 に々向け
てのものです。そしていつもと同じよう

に，自分に言い聞かせるつもりでお話しします。
神から何かを奉献するように命じられた場
合，わたしたちは物質的な所有物をささげるこ
とだと考えがちです。しかし究極的には，奉献
とは自分を神にささげることにほかならないの
です。キリストは「心や精神，思い」という言葉
を鍵

かぎ

として第一の戒めをまとめておられます
が，これは，気が向いたときだけでなく常に行
う必要があります（マタイ22：37参照）。これを
守ればその結果として，わたしたちの行いは完
全に奉献され，自分自身に永遠の幸いをもたら
すものとなるでしょう（2ニーファイ32：9参照）。
そのような完全性を得るには，感情や思考，言
葉や行いを一点に向ける必要があります。そこ
からそれてはなりません。「なぜならば，仕えたこ
ともなく，見も知らぬ他人で，心の思いと志を異に
している主人を，どのようにして人は知ることが
できようか」とあるからです（モーサヤ5：13）。
抽象的すぎる，困難すぎると感じられるため，

多くの人が奉献という概念に関心を払わずに
います。しかし誠実な教会員は，前進と引き延
ばしが混在する状態に対して，神から与えられ
る不満足感を経験しています。それゆえ，各自
が固有の困難を経験するこの旅において，愛
ある勧告が述べられ，進むべき道が示され，
旅を続ける励ましと慰めが与えられるのです。

完全に従順になる
霊的服従は瞬時に身に付くものではありませ
ん。改善の積み重ねと，踏み石を一歩一歩進
むことが求められます。もともと踏み石は一歩
ずつ進むものとして造られたものです。
「子供が父に従うように，……喜んで
従〔う〕」とき，やがてわたしたちは
自分の意志を「御父の御

み

心
こころ

にの
み込まれ」させることができま
す（モーサヤ15：7；3：19）。
さもなければ，いくら努
力していても，

奉献について
思いを巡らし，
追求していると，
無理からぬことですが，
求められるかもしれない
事柄について考え，
わたしたちの心は
恐れで震えます。
しかし，主は
次のような
慰めの言葉を
授けてくださっています。
「わたしの恵み〔は〕
あなたがたに対して
十分であ〔る〕。」

十二使徒定員会

ニール・A・マックスウェル長老（1926－2004年）

ニール・A・マックスウェルは，十二使徒定員会補助として2年
間，七十人定員会会長会の一員として5年間奉仕した後，
1981年10月3日に十二使徒定員会会員として支持されまし
た。白血病を患い，8年にわたる闘病の末，2004年7月21日
にソルトレーク・シティーで死去しました。奉献に関するマック
スウェル長老のこの不朽の説教は，2002年4月の総大会で話
されたものです。

あなたがたの行いを
奉献しなさい

福 音 ク ラ シ ッ ク
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常に打ち寄せるこの世の波によって，多少なり
とも注意がそれてしまうでしょう。
経済に関する奉献を例にして話すことにしま
しょう。アナニヤとサッピラは資産を売ったときに
「その代金〔の一部〕をごまかし」ました（使徒5：
1－11参照）。あまりにも多くの人がある「一部」
に固執し，執着心さえも自分の財産であるかの
ように扱います。そのため，これまで何をささげ
たかにかかわらず，最後の一部をささげるのが最
も難しいのです。確かに，たとえ少しでも執着
心を捨てることは称賛に値します。しかしそれ
は「わたしはもう会社で寄付して来ました（免除
してください）」と言い訳するのとよく似ています

（ヤコブの手紙1：7－8
参照）。（訳注――

アメリカでは寄付を募る人が会社をよく訪問する。）
例えば，自分に与えられている才能を自分の
ものだと誤解する人がいるかもしれません。神
よりもそのような才能に執着し続けているの
は，第一の戒めに自らをささげずに，しり込み
しているようなものです。神は「いかなる瞬間
にも」わたしたちに「息を与え」てくださってい
るのですから，注意をそらさせるものを呼吸し
すぎるべきではありません（モーサヤ2：21）。
時間と金銭は惜しみなく神にささげても，内
なる自分をすべてささげないと，つまずきの石
が現れます。それは，まだ自分を完全に主のも
のにしていない証拠です。
中には，特別な務めが終わることを受け入れ

られない人もいます。バプテスマのヨハネはこ
れに対して模範になっています。イエスについ
て行く人の群れが大きくなることについてヨハ
ネはこう述べています。「彼は必ず栄え，わた
しは衰える。」（ヨハネ3：30）今受けている責
任だけを神の愛の尺度だと誤って解釈すると，

ますます手放したくなくなるだけです。兄
弟姉妹，わたしたち一人一人の価値は
「大いなるもの」としてすでに神によって
定められています。株式市場のように
上がり下がりすることはないのです。
ほかにもまだ足を踏み出していない

踏み石があります。かの義にかなった裕
福な青年のように，わたしたちが自分に
足りないものに立ち向かおうとしないから
それらの踏み石に足を踏み出せないので
す（マルコ10：21参照）。その結果，残っ
た利己心が露呈します。
こうした躊

ちゅう

躇
ちょ

は非常に様 な々形を取っ
て現れます。例えば，月の栄えの王国には

「高潔な」人がいるでしょう。彼らが偽証をす
る人ではなかったことは明らかでしょう。それで
も彼らは「イエスの証

あかし

に雄 し々くない者」だった
のです（教義と聖約76：75，79）。イエスについ
て雄 し々く証する最善の方法は，着実に主に似
た者となっていくことです。そして，自らを奉献し，
ささげることによってキリストのような属性が刻み
込まれていくのです（3ニーファイ27：27参照）。

わたしのほかに，なにものをも神としてはらない
これまで述べてきたチャレンジにこたえると

きに，幸いにもわたしたちを助けてくれるのが

救い主は
贖
しょく

罪
ざい

の
苦悩と苦

く

悶
もん

に
直面し，
その苦い杯を飲まずに
身を引くことができれば
そうしたいと
思〔われた〕」とき，
驚くべき服従心を
示されました。



ん（マタイ22：40参照）。他の良いものを懸命に追求すること
で，この第一の戒めをないがしろにしてはなりません。わた
したちは他の神を礼拝しないからです。

神の御
み

手
て

を認める
ですから，善良な努力の結果を楽しむ前に，まずは神の御
手を認めようではありませんか。そうでないと次のような合理
化が頭をもたげます。「自分の力と自分の手の働きで，わたし
はこの富を得た。」（申命8：17）あるいは自ら「誇〔って〕」し
まいます。それは，ちょうど，古代イスラエルの民（故意に人数
を減らしたギデオンの軍隊は例外）が「わたしは自身の手で
自分を救ったのだ」と大言壮語したのと同じです（士師7：2）。
自分自身の「手」を自慢すると，すべてのことの中に神の御手
を認めることの難しさが2倍になります（アルマ14：11；教義
と聖約59：21参照）。
歴史上最も偉大な人物の一人であるモーセは，メリバと呼
ばれる池で，水を求めて騒ぐ民に辟

へき

易
えき

していました。ほんの
一瞬，モーセは「軽率なこと」を口にします。「われわれがあ
なたがたのために……水を出さなければならないのであろ
うか。」（詩篇106：33；民数20：10。申命4：21も参照）この
代名詞の問題（訳注――モーセは「主が」と言うべきところを
「われわれが」と言ってしまった）から，主は偉大な人物モー
セを薫育し，さらに大いなる者とされました。わたしたちも
モーセのように柔和になることができます（民数12：3参照）。
イエスは決して，決して，決して焦点を失われませんでした。
各地でたくさんの善い業を行われたにもかかわらず，贖

しょく

罪
ざい

が
待ち受けていることをいつも意識しておられたイエスは，先
を見通してこう願い求められます。「父よ，この時からわたし
をお救いください。しかし，わたしはこのために，この時に
至ったのです。」（ヨハネ12：27。5：30；6：38も参照）
皆さんやわたしが愛や忍耐，柔和さをはぐくんでいくときに，

神と人に対して自分をもっとささげなければなりません。第一，
わたしたちほど適切な人生行路に身を置いている人はいない
のです。
そうです，主の踏み石はまったく踏み込みたくない新しい領

域へわたしたちを連れて行きます。したがって，踏み石を上手
に進む人は，ほかの人 を々強力に啓発してくれる人なのです。
わたしたちは通常，自分が心の中で称賛している人の言うこ
とを，より注意深く聞きます。空腹の放

ほう

蕩
とう

息子は家の食事を
思い出しましたが，同時にほかの記憶にも駆り立てられ，こう
言いました。「立って，父のところへ帰〔ろう。〕」（ルカ15：18）

奉献を通して，神のものを神にお返しする
完全な服従を追求する際，ほんとうに何が何でも神にささ
げなければならないのは，わたしたちの意志だけなのです。
通常のささげ物をささげるときも，ささげるという行為を通し

霊的服従です。霊的服従は，ある時にはこの世の命を含む
様 な々ものを「手放す」ように，ある時には「しっかりつかまる」
ように，またある時には，次の踏み石の上に足を置けるように
助けてくれます（1ニーファイ8：30参照）。
しかし，バランスを欠くと，数メートル先に進むことすら非

常に怖くなります。古代イスラエルの民が強大なパロの軍勢
から逃れようとしたとき神がどのようにお助けになったかを
知っていたにもかかわらず，近視眼的なレーマンとレムエルは，
一介の地方者であるラバンに相対するときに神の助けが得ら
れるとの信仰がありませんでした。
また，仕事やその他の上下関係で上の人を喜ばせることば
かりに気を取られるならば，それていくことになります。真の
神ではなく「他の神々」を喜ばせることもまた，第一の戒めを
破ることになります（出エジプト20：3参照）。
わたしたちは時々自分の中にある風変わりな性格を弁護

することすらあります。はみ出した部分をあたかも自分の個
性だと考えるのです。預言者ジョセフ・スミスが証しているよ
うに，主の弟子になるということは，ある意味で「体をぶつけ
合う激しいスポーツ」です。
「わたしは……ごつごつした大きな石に似ています。わた
しが唯一磨かれるときといえば，ほかのものがはなはだしい
勢いでぶつかってきて，角を削り取られるときです。このよう
にして，わたしは，全能者の矢筒の中の，滑らかで研ぎ澄ま
された矢となるのです。」1

ひざがかがんでも心がかがむまでには時間がかかること
が多いので，ある「一部分」を神にささげようとしないがため
に，人類最高の知識人たちが神の業に参加できないでいま
す。「思ってもみない」ことを学んだモーセのように柔和にな
る方がはるかによいのです（モーセ1：10）。しかし兄弟姉妹，
悲しいことに選択の自由や個性が微妙に交錯する中で，なか
なか一歩を踏み出せないことが多いのです。心を主に従わ
せることは勝利にほかなりません。なぜなら，そうすることに
よって神により鍛えられ，より高い神の道へと導かれるからです
（イザヤ55：9参照）。
皮肉にも，善いことを行っているにもかかわらず，一生懸命
になりすぎて神への献身がないがしろにされることがありま
す。例えば，わたしたちの中にはスポーツや身体強化に夢中
になっている人がいます。自然を敬っているにもかかわらず，
自然をお造りになった神を無視している人がいます。良い音
楽にのめり込んでいる人，同様に価値ある職業を無上のもの
としている人もいます。そのような状況の中でしばしば顧みら
れないのが「もっと重要な」ことです（マタイ23：23。1コリン
ト2：16も参照）。わたしが実行できる最も良い事柄へとわ
たしたちを導いてくださるのは，至高者御一方だけなのです。
イエスは強調を込めて，二つの大いなる戒めにほかのすべ

てのものがかかっていると宣言されました。逆ではありませ
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て得られた派生物をささげるときも，「送り主の主に返送」と
いうスタンプが押してあって当然なのです。主がこの返送され
たささげ物を一つ受け取られるときでさえ，完全に忠実な人々
は「〔神が〕持っておられるすべて」を受けることでしょう（教義
と聖約84：38）。何という驚くべき交換率でしょうか。
その一方で，次の事実も変わらずあるのです。――神はわ
たしたちに命，選択の自由，才能，機会を与え
てくださっている。神はわたしたちに財産を与
えてくださっている。神はわたしたちに現世で
過ごす時間と，そのために必要な息を与えてく
ださっている（教義と聖約64：32参照）。そのよ
うな見方に従えば，バランスに関する重大な過
ちを犯すことはありません。こうした過ちには，
ダブルカルテットを聴いてタバナクル合唱団と間
違うのに比べて，はるかに深刻なものもあります。
〔ゴードン・B〕ヒンクレー大管長が，わたしたち
は聖約の民であると強調し，聖

せい

餐
さん

や什
じゅう

分
ぶん

の一や
神殿の聖約を強調し，犠牲は「贖罪の真髄その
もの」と述べたのも，まったく当然のことです。2

イエスの従順の模範
救い主は贖罪の苦悩と苦

く

悶
もん

に直面し，その苦
い杯を飲まずに身を引くことができればそうし
たいと思〔われた〕」とき，驚くべき服従心を示
されました（教義と聖約19：18）。わたした
ちが遭遇する試練は小さいものですが，
わたしたちは何とかしてその試練が取り
のけられるように願うのです。
考えてみてください。たとえイエス

がもっと多くの奇跡を行って
おられたとしても，ゲツセマ
ネとカルバリにおける人知
を超えた奇跡を行っておられ
なかったら，主の業はどうなっ
ていたでしょうか。イエスが行っ
たほかの奇跡によって，ある人は命
が延ばされ，ある人は苦痛が軽減され
ました。しかしこれらの奇跡を，全人類
の復活という最も偉大な奇跡と比べること
は可能でしょうか（1コリント15：22参照）。
パンと魚を何倍にもすることによって，群衆の空腹
は満たされました。でも，食べた群衆はまたすぐに空腹にな
ります。しかし，命のパンを食べた人は二度と飢えることが
ありません（ヨハネ6：51，58参照）。
奉献について思いを巡らし，追求していると，無理からぬ
ことですが，求められるかもしれない事柄について考え，わ

たしたちの心は恐れで震えます。しかし，主は次のような慰
めの言葉を授けてくださっています。「わたしの恵み〔は〕あ
なたがたに対して十分であ〔る。〕」（教義と聖約17：8）わた
したちは心から主を信じているでしょうか。主はまた，弱さ
を強さに変えると約束してくださいました（エテル12：27参
照）。わたしたちはほんとうに進んでその変化に身をゆだね

ているでしょうか。完全を求めるのであれば，
主に対してもすべてをささげる必要があります。
わたしたちの意志がますます御父の御心に

のみ込まれてしまうということは，実はわたした
ち自身が高められ，広げられ，「〔神が〕持ってお
られるすべて」を受ける力が増すことなのです
（教義と聖約84：38）。そもそも，わたしたちの
意志がさらに主の御心と似たものにならずして，
主から「すべて」を託されることが可能でしょう
か。また，すべてをささげていない者が主の「す
べて」の意味を正しく理解できるでしょうか。
率直に言って，何であってもすべてをささげな
いとき，わたしたちは自らの可能性を裏切ること
になります。したがって，「主よ，まさか，わたしで
はないでしょう」と尋ねる必要はないのです（マタ
イ26：22）。それよりも，わたしたち個人のつまず
きの石について，「主よ，これですか」と尋ねま
しょう。わたしたちはずっと前からもう答えを知っ
ていて，必要なのは主の御

み

言
こと

葉
ば

よりも自分自身の
決意なのかもしれません。
神の寛大な計画における最高の幸福は，進ん
で最善を尽くし，神の荘厳な王国への旅
路を進むために必要な代価を進んで

支払う人々のために，最後まで
取っておかれるのです。兄弟
姉妹の皆さん，「来てください。

〔この〕旅をともに続けましょう。」3

「伸べられた腕」（教義と聖約
103：17；136：22参照）をお持ちの
主，イエス・キリストの御

み

名
な

により申し
上げます。アーメン。■

小見出しは追加。英文のつづり，表記法，引用表記法は他の記事と統一させ
るために変更しています。

注
1．ジェームズ・R・クラーク編，Messages of the First Presidency of The
Church of Jesus Christ of Latter-day Saints，全6巻（1965－1975年），第
1巻，185で引用。『リアホナ』1991年11月号，30参照

2．Teachings of Gorden B. Hinckley（1997年），147
3．「来たれ，旅を共に続けん」『賛美歌』135番参照
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訪問先の姉妹たちの
必要に合った聖句や言
葉を教えてください。
その教義について証

あかし

してください。あなた
が教える人々 に，感じたことや学んだこ
とを分かち合うように勧めてください。

イエス・キリストはどのように，世の光，
命であられるのでしょうか。
1ニーファイ17：13――「わたし
はまた，荒れ野であなたがたの光とな
ろう。……したがって，あなたがたは
わたしの命令を守るかぎり，約束の地
に導かれるであろう。そして，あなた
がたを導いているのがわたしであるこ
とを知るであろう。」
十二使徒定員会　ダリン・H・オーク

ス長老――「イエス・キリスト〔は〕世の
光であり命であられ……ます。万物は
主によって造られました。御父の指示
と計画に従って，創造主であるイエ
ス・キリストは万物の光と命の源となら
れました。……
イエス・キリストは世の光です。なぜ
ならイエスは，『広大な空間を満たす
ために神の前から発している』光の源
だからです（教義と聖約88：12）。イエ
ス・キリストの光は，『世に来るすべての
人を照らすまことの光』なのです（教義
と聖約93：2）。主の模範と教えは，わ
たしたちが天の御父のもとに帰るため
の道を示してくれています。……
イエス・キリストは世の命です。なぜ

なら聖文に書かれているように『死か
ら人 を々解放する，偉大な永遠の計画』

にあって，主が特別な役割を果たして
おられるからです（2ニーファイ11：5）。
主の復活と贖

あがな

いにより，わたしたちは
肉体の死と霊の死の両方から救われ
るのです。」（「光と命」『聖徒の道』1997
年12月号，42－43。New Era，1996
年12月号，6参照）

イエス・キリストに希望を見いだすには
どうすればよいでしょうか。
大管長会第二顧問　ディーター・F・

ウークトドルフ管長――「イエス・キリス
トの福音には神聖な力があり，時には
耐えられないような重荷や弱さと思わ
れるような地点から，はるかな高みに
皆さんを引き上げてくれます。主は，皆
さんの状況や問題についてよく御存じ
です。主はパウロに，そしてわたしたち
すべてに向けてこう言われました。『わ
たしの恵みはあなたに対して十分であ
る。』これに対して，パウロと同じように
わたしたちは答えます。『「わたしの力
は弱いところに完全にあらわれる。」
それだから，キリストの力がわたしに宿

るように，むしろ，喜んで自分の弱さを
誇ろう。』（2コリント12：9）」（「喜んでよ
い理由はないだろうか」『リアホナ』およ
びEnsign，2007年11月号，19）
中央扶助協会会長　ジュリー・B・

ベック――「モルモンは『あなたがた
は何を望めばよいのであろうか』と問
いかけています。モルモンの答えには
3つの偉大な希望が含まれています。
『あなたがたは，キリストの贖

しょく

罪
ざい

とキリ
ストの復活の力によって永遠の命によ
みがえることを望まなければならな
い。』（モロナイ7：41）
皆さんはバプテスマを受けたとき，

キリストの贖いという希望を胸に抱くよ
うになりました。これは……偉大な希
望の最初の一つです。ふさわしい状態
で聖

せい

餐
さん

を受ける度に，皆さんは初心に
返り，……悔い改めて生活を変えるな
らば，皆さんは救い主に対してさらに
大きな希望と信仰を抱けるようになり
ます。……
二つ目の偉大な希望は復活です。

救い主イエス・キリストを通して，皆さ
んは全員復活すると約束されていま
す。……
贖いと復活に対する希望に加えて，

皆さんには3つ目の偉大な希望，つまり
永遠の命という希望があります。……
皆さんには救い主がおられるので，創
造し，奉仕し，学ぶために生きる幸せ
な永遠の命についても信じています。
皆さんはすでに細くて狭い道を歩んで
います。そして，明るい希望があります。
……皆さんはただその道にとどまり，
……明るい希望を抱いて前進すれば
よいのです。」（「明るき希望あり」『リア
ホナ』およびEnsign，2003年5月号，
103－105参照）■
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聖文には，くどくどと祈ることは問題であると
はっきり記されています（マタイ6：7参照）。大
切な事柄を祈りの中で繰り返す必要のあるこ

とも，時にはあるでしょう。しかし，何も考えずに言葉を
繰り返しているのであれば，天の御父とほんとうに話し
ていることにはなりません。意味のない繰り返しを避け
るために，「誠意」をもって（2ニーファイ31：13；モロナイ
7：9；10：4参照），つまり真心と，信仰をもって行動した
いという気持ちをもって祈れるようになりましょう。
第三ニーファイで，救い主の弟子たちは「絶え間なく」

祈りました。それでも，「彼らは言葉数を多くしたのでは」
ありませんでした。「祈るべき事柄が彼らに示され……
たから」です。（3ニーファイ19：24）聖霊はわたしたち
の祈りを導き，より意義深いものにすることがおできに
なります（ローマ8：26参照）。慌ただしいときを避け，
静かな場所で祈る時間を取ることも助けになります。
最後に，どんなことについて祈ることができるか考え
てみましょう。様 な々こと，数多のことについて祈ること
ができます。あなたは日々たくさんの祝福を受けてい
ます。また，多くの場面で天の助けを必要としています。
受けている祝福について天の御父に感謝し，必要と
している事柄について祈りましょう。赦

ゆる

しを得るため，
試練の中で助けを見いだすため，証

あかし

を強めるため，
そして誘惑から守られるように祈ることができます。

無私の祈り
時々，わたしたちは祈りながら，自分のこと
や自分の欲しいもののことばかり考えて，利己
的になっていると思います。人のことや，その人
たちが必要としている事柄についても考えてみ
ましょう。祝福を一つ一つ数え上げ，天の御父

に感謝しましょう。御父に望みや愚痴を聞いてもらうだけが祈
りではありません。御父に耳を傾けることも祈りなのです。自
分の望みだけを早口で伝え，すぐに床に就いてしまっては，どの
ようにして啓示を受けることができるでしょうか。天の御父がわ
たしたちに何をするよう望んでおられるか尋ねましょう。そうす
れば，さらに善い人になれるでしょう。
アメリカ合衆国，アイダホ州，レベッカ・W，16歳

聖霊に導いていただく
生活で何に対して最も感謝し，またどんな助けを
最も必要としているか，深く考える時間を取りましょ
う。御

み

霊
たま

はあなたを導き，答えや助言を与えてくれ
ます。そうした答えや助言は，アイデア，思い，促しと
いった形でやって来ます。将来，振り返ることがで

きるよう，そうした思いやアイデアを日記に書いてもいいでしょう。
テキサス州ヒューストン伝道部，セボ長老，21歳
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「祈りの度に同じことを言
ってしまいます。

単なる繰り返しではなく，

祈りをもっと有意義なもの
にするには

どうしたらよいでしょうか。
」

質 　 疑 　 応 　 答

本誌の答えは，問題解決の一助となるように意図されたものであり，
教会の教義を公式に宣言するものではありません。



心から祈る

「祈るときには，天のお父様とほんとうに話しましょう。ほと
んど何も考えずに，同じ言葉を繰り返すという習慣は簡単
に身に付いてしまいます。皆，文字どおり，神の霊の息子，
娘であることを思い出せば，祈りを通して御父に近づくのは
難しいことではないでしょう。神はわたしたちを知り，愛し，
わたしたちの幸福を望んでおられます。心から，意味のあ
る祈りをささげましょう。感謝をささげ，必要なものを求め

てください。御父の答えを求めて耳を傾けましょう。そうすれば答えが与えられた
ときに気づくことができます。そうするうちに，わたしたちは強められ，祝福を受
けるのです。」
トーマス・S・モンソン大管長「堅固な土台」『リアホナ』およびEnsign，2006年11月号，67

交わりを喜び，御父への愛を示し，そ
して祈りの答えに注意深く耳を傾けま
しょう。
メキシコ，メキシコシティー，ラウル・A，20歳

具体的に祈る
祈る前に，たとえ数

分であっても準備をし
ましょう。思いを整理し
ながら，心の底からお
願いしたいことは何か

をまとめておくことで，御父に話しかけ
る言葉により集中することができます。
家族や親族といった人たちのことを考
えてください。あなたの祈りを必要とし
ているかもしれません。助けや導き，守
りを必要としている人はたくさんいます。
具体的な祝福に絞って考え，詳しく
祈ることによって，「良い日になるよう
祝福してください」といういつもの祈り
を，「正しい決断をして，模範になれる
よう導いてください」と変えることがで
きます。このような祈りこそ大切なので
す。キリストのような祈り，すなわち，
本来あるべき祈りだからです。
アメリカ合衆国，メリーランド州，ハンナ・T，14歳

一日を振り返る
わたしは夜祈るとき，
聖文で読んだことにつ
いて考えます。正しくで
きたことと，もっと改善
できることを思い出すよ

うにしています。その日大変だったこ
とについて，天の御父に助けを祈り求
めることができます。御父の勧告をい
つも覚え，その勧告に従う力を受けら
れるように祈っています。たとえ毎日
が同じことの繰り返しでも，まったく同
じ日というのはありません。いつもと
違うことは必ず起こるものです。毎日
が違った日なのです。一日を振り返りな
がら，新しいことに感謝し，新しいこと
をお願いすることができるでしょう。
ブラジル，パルマス，ケティア・F，20歳

声に出して祈る
独りになり，声に出し
て祈れる時間と場所を
探しましょう。声に出し
て祈るとき，祈りははる
かに身近で意義深いも

のに感じられます。意味のない繰り返
しを避けやすくなり，注意力が散漫に
なるのをより容易に防ぐことができま
す。そのような祈りはまさに，天の御父
との会話です。
コロラド州コロラドスプリングズ伝道部，
マラ長老，20歳

祈り，耳を傾ける
主を信頼し，主との関係をより良くす
る必要があると感じたら，自分は何を
望んでいるのか考え，ひざまずいて祈
りましょう。天の御父を心に思い浮か
べ，父親と話すときのように語りかけ
ましょう。御父は確かにわたしたちの
父親なのですから。感じていることを
すべて話し，心の通った，誠実な会話
をしましょう。御父を信頼し，感謝を
述べ，赦しを求めましょう。御父との
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質 問
「両親は教会員ではありません。わたしは親に教会

について話すことに恐れを感じています。彼らの気

分を害さず福音を伝えるにはどうしたらよいでしょ

うか。」

あなたの意見を聞かせてください。2009年1月

15日必着で下記まで郵送か電子メールでお送りく

ださい。

あて先――

Liahona, Questions & Answers 1/09

50 E. North Temple St., Rm. 2420

Salt Lake City, UT 84150-3220, USA

電子メールアドレス――

liahona@ldschurch.org

電子メールまたは手紙には，以下の情報と署名入り

の許可文を必ず明記／同封してください。

氏　　名

生年月日

ワード（または支部）

ステーク（または地方部）

意見と写真の掲載を許可します。

署　　名

親の署名（18歳未満の場合）
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末日聖徒の愛唱する賛美歌の中に，
「主イエスの愛にただ驚く」1 という言
葉で始まるものがあります。その歌

詞にあるように，キリストの生涯について考えて
みると，すべての点でただ驚くばかりです。大
いなるエホバ，天の御父の代理人，地球の創造
主，そして全人類の守護者として遂行された前
世での働き。またその地上への降臨，降臨にま
つわる出来事，どれも驚嘆することばかりです。
主はわずか12歳にしてすでに御父の業に従

事しておられました。公式な務めの開始，バプ
テスマと霊の賜

たま

物
もの

。これらも驚くべき事柄です。
主はどこに行かれても悪の勢力に打ち勝っ

てこれを追い出し，足の不自由な者を歩かせ，
目の見えない者の目を開け，耳の聞こえない者
を聞こえるようにして，弱い者を立たせられま
した。そのことにただ驚嘆するばかりです。わ
たしは救い主の業に思いをはせるとき，次のよ
うに考えます。「主はどのようにそれをされた
のだろうか。」

主は赦
ゆる

される
最も驚くべきことは，イエスが重い十字架を

背負ってよろめきながらカルバリの丘の頂へと
登った後，「父よ，彼らをおゆるしください。彼

らは何をしているのか，わからずにいるのです」
と言われたことです（ルカ23：34）。
これほど驚嘆させられることはほかにありま
せん。わたしたち人類のすべての罪の重さに
耐えながら，御自分を十字架につけようとして
いる人々を赦される主を思うとき，わたしの疑
問はもはや「どのようにしてそれをされたのか」
ではなく，「なぜそのようにされたのか」に変
わっています。自分の生活を主の憐

あわ

れみ深い生
涯と照らし合わせてみると，主に従うための自
分の努力がまだまだ足りないことが分かります。
わたしにとってこの驚きは高い次元に属する
ものです。わたしは，病人を癒

いや

し，死人をよみ
がえらせられる主の能力にこれ以上ないほど
感嘆しています。しかし，癒しの経験について
言えば，限られた意味でわたし自身にも経験
があります。わたしたちは皆小さな器ではあり
ますが，自らの生活や家庭において，主の奇跡
が何度も行われるのを見ています。また，与え
られた神権をもって主の奇跡が度々行われる
のを見ています。しかし憐れみとなるとどうで
しょうか。赦し，贖

あがな

い，和解についてはどうで
しょうか。多くの場合，それはまた別の問題です。
なぜあのとき主は御自分に苦痛を与える者
たちを赦すことがおできになったのでしょう
か。全身の毛穴から血を流すほどの苦しみに
耐えながら，それでもまだほかの人のことを
思っておられたのです。これは主が確かに完

キリストの
生涯について
考えてみると，
すべての点で
ただ驚くばかりです。
イエス・キリストは
この世で最も清く，
唯一完全な御方です。
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全な御方で，わたしたちにもそうなるように望んでおられるこ
とを示す，もう一つの驚くべき証拠です。山上の垂訓の中で主
は，完成がわたしたちの目標であることを指摘される前に，
だれもが守らなければならない最後の必要条件とも言うべき
ことを次のように言われました。「敵を愛し，」「のろう者を祝
福し，」「憎む者に親切に〔し，〕」「はずかしめ，迫害する者の
ために祈れ。」（マタイ5：44，ルカ6：27－28）
これは，どれにも増して守るのが難しい事
柄です。
イエス・キリストはこの世で最も清く，唯一完
全な御方です。アダムから今の時代に至るこ
の世のすべての人々の中で，キリストこそ崇敬
と称賛，愛を受けるに値する御方です。にも
かかわらず，迫害され，見捨てられ，殺されま
した。しかし主は，一貫して御自分を迫害し
た人 を々非難しようとはされませんでした。

主は完全な犠牲であられる
わたしたちの最初の先祖アダムとエバがエ

デンの園を追われたとき，主は戒めを与えて
言われました。「主なる彼らの神を礼拝し，主
へのささげ物として群れの初

うい

子
ご

をささげるよう
に……。」（モーセ5：5）また，天使はアダムに，
「これは，御父の，恵みと真理に満ちている独
り子の犠牲のひながたである」と言いました
（モーセ5：7）。
犠牲は，わたしたちを贖うために御子が受けられる屈辱と
苦痛を絶えず思い起こさせるものでした。すべてのキリスト
教徒の生活を特徴づける柔和，憐れみ，温厚，すなわち赦し
を常に思い起こさせるものでした。これらの理由，さらにほ
かの理由から，毎年，そして世代を超えて，清く汚れのない，
あらゆる面において完全な羊の初子が石の祭壇上でささげ
られたのです。これは皆，人々の心を，完全で傷も染みもな
い大いなる神の小羊，御父の独り子，長子に向けさせました。
この神権時代において，わたしたちは象徴としてのささげ
物である聖

せい

餐
さん

にあずかります。このささげ物には，わたした
ちの打ち砕かれた心と悔いる霊（教義と聖約59：8参照）が
表れています。そして聖餐にあずかるときには，「いつも御子
を覚え，……戒めを守ることを」約束し，「いつも御子の御

み

霊
たま

を受けられるように」と願うのです（教義と聖約20：77）。
アダムの時代においても現代においても，主の犠牲という

象徴はわたしたちが平和に，従順に，そして憐れみをもって
生活することを忘れないようにするためのものです。またこれ
らの儀式は，十字架の上で主が示してくださったように，わた
したちが互いに忍耐と人間らしい優しさをもって，イエス・キリ
ストの福音を実践することを覚えさせるためのものなのです。
しかし，歴史を通じて，これらの儀式を正しく行った人は

少なすぎました。受け入れられない犠牲を最初にささげたの
はカインでした。預言者ジョセフ・スミスはこ
の件について次のように述べています。「アベ
ルは神に羊の群れの初子を犠牲としてささげ，
神はそれを受け入れられました。カインは地
の産物をささげましたが，神はそれを受け入れ
られませんでした。なぜならば，カインは……
天の計画に反〔して〕信仰を働かせることはで
きなかったからです。人を贖うには，独り子の
血が流される必要があります。これが贖いの
計画であって，血が流されなければ，赦しは
ないのです。犠牲とはそもそも，神が備えてく
ださった大いなる犠牲を人が識別できるよう
に予型として定められたものです。ですから，
この定めと相いれない犠牲をささげつつ，同
時に信仰を働かせることなど不可能なのです。
贖いはそのような方法によって実現されたので
はありませんし，贖

しょく

罪
ざい

の力もそのような秩序に
基づいて効力を及ぼすものではありません。
……確かに，動物の血を流すことは人にとって

何の益にもなりません。そのような行為に意義があったのは，
それが，神御自身の賜物を通してささげられる犠牲の模倣，
予型，説き明かしとして行われたからです。」2

現代でもわたしたちの中には，少 カ々インのように，聖餐に
あずかって家に帰った後に，家族と口論したり，うそをつい
てだましたり，隣人に腹を立てたりする人がいます。
イスラエルの預言者サムエルは，犠牲のほんとうの意味を
踏まえずにそれをささげても，何の役にも立たないと述べて
います。イスラエルの王サウルが，主の命令に背いてアマレ
ク人のところから「主にささげるために，羊と牛の最も良いも
のを」引いて帰って来たとき，サムエルは叫びました。「主は
そのみ言葉に聞き従う事を喜ばれるように，燔

はん

祭
さい

や犠牲を喜
ばれるであろうか。見よ，従うことは犠牲にまさり，聞くことは
雄羊の脂肪にまさる。」（サムエル上15：15，22）
サウルは真の意味を理解せずに犠牲をささげました。末
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日聖徒も，聖餐会に忠実に出席はしても，その結果前にも増して憐れみ
深く，忍耐強く，あるいは寛大にならなければ，サウルと大した違いは
ありません。このような人々は，儀式の形式にだけは従っても，儀式が
定められた目的を理解していないのです。その目的とは，罪の赦しを求
めるためにわたしたちが従順で温厚であるように促すことなのです。

主の犠牲を覚える
何年か前に，メルビン・J・バラード長老（1873－1939年）は
このように教えました。「わたしたちの神はねたむ神であられ
ます。それは神がわたしたちに与えてくださった最も大いなる
賜物〔すなわち，神の長子である御子の生命〕を，わたしたちが
一度たりとも無視したり，忘れたり，取るに足りないことと考え
たりしないためです。」3

それでは，神がわたしたちに与えられた最大の賜物を無
視したり，軽んじたり，忘れたりしないようにするために
は，どうしたらよいのでしょうか。
それには，わたしたちが罪の赦しを望み，祈り
の中で最も勇気ある祈り「父よ，彼らをおゆるし
ください。彼らは何をしているのか，わからず
にいるのです」に対して永遠に感謝している
ことを示さなければなりません。
また，罪を赦すように努力しな
ければなりません。
「〔パウロはこう命じた。〕
『互
たがい

に重荷を負い合いな
さい。そうすれば，あな
たがたはキリストの律法
を全うするであろう。』
（ガラテヤ6：2）……わたし
たちが全うすべきキリストの律法
とは，十字架を背負うことです。すなわち，わたしにとって負わなければ
ならない兄弟の重荷とは，単にその人を取り巻く境遇〔および事情〕だけ
でなく，……文字どおりその人の罪をも指しているのです。その罪を負
う唯一の方法とは，それを赦すことです。……赦しはキリストのように耐
えることであって，これはキリスト教徒が負わねばならない義務です。」4

キリストが「父よ，彼らをおゆるしください」と言われたのは，これこそ
まさに御自分が地上に来て永遠に伝えようとされたメッセージであるこ
とを，あの恐ろしい苦痛に耐えているときでさえ承知しておられたから
にほかなりません。主が来て，人類家族に赦しを与えられたのは，不
正や非道，冷酷や不従順があったにもかかわらずそうされたのでは
なく，だからこそ，そうされたのです。もし主がその使命をお忘れに



なっていたなら，救いの計画はすべて無意味なものになって
いたでしょう。だれでも機嫌のいいときは快活で忍耐強く，
寛大になることができます。しかし，キリスト教徒はどのよう
なときでも快活で忍耐強く，寛大でなければなりません。
皆さんの周りに赦しを必要としている人はいないでしょう

か。家族や親族，近所の人の中に，不正や不親切，あるいは
キリスト教徒らしからぬことをした人はいませんか。わたし
たちは皆，このような過ちを犯します。ですから，皆さんの赦
しを必要としている人が必ずどこかにいるはずです。
それから，被害者が加害者を赦す重荷を負わなければな

らないのは不公平だ，などと言ってはなりません。「正義」の
要求はむしろ逆であるなどとも言わないでください。自分の
罪については，正義を求めはしないでしょう。わたしたちが
請い求めるのは憐れみです。そして憐れみこそ，わたしたち
が喜んで示さなければならないものなのです。

人を赦すことを拒んでおきながら，実は自分が最も赦
しを必要としているという，悲しい皮肉がそこにあり
ます。恐らく最も崇高で純粋な行いとは，冷酷，不
正な扱いを受けた後でも，心から真に「敵を愛し，
のろう者を祝福し，憎む者に親切にし，はずかしめ，
迫害する者のために祈」っていると言えることで
しょう。これが完成への険しい道なのです。

喜びの再会
数年前ソルトレーク国際空港で見た一つの場

面を思い出します。その日わたしは飛行機を降
りて，ターミナルビルへ入りました。空港には宣
教師の友人や親族だと一目で分かるような一団
がいましたので，宣教師が帰って来るのだと
すぐに分かりました。
どれが宣教師の家族だろうかと眺めてい
ると，何となく体にぴったりしない，やや流行
遅れの背広を着心地悪そうに着ている父親
の姿が見えました。農家の人らしく，日焼け
した顔と節くれ立った大きな手が目立って
いました。
母親はとてもやせていて，これまで

一生懸命働き続けてきた人であること
が分かりました。手にはハンカチを
握っていました。かつては丈夫な麻のハ
ンカチだったのでしょう。しかしもうち
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り紙のような感じになっていました。帰って来る宣教師の母
親にしか分からない期待と心配から，手の中でほとんどク
シャクシャになっていたのです。
弟や妹が2，3人辺りを走り回っていましたが，そこで展開

されている場面にはほとんど気がついていない様子でした。
歓迎陣の中から最初に宣教師に駆け寄るのはだれだろう

かとわたしは考えていました。母親のクシャクシャになった
ハンカチを見て，最初に駆け寄るのはきっ
と彼女だろうと思いました。
腰を下ろしていると，いよいよ宣教師の姿
が見えました。周りに群がった人々の歓声
で，彼がその人だと分かりました。帰還宣
教師はさながら司令官モロナイのように見
えました。清潔な感じで，立派な，背筋の
伸びた背の高い青年でした。伝道が父母
に強いた犠牲を，疑いもなく承知していた
のでしょう。
彼が近づいて来ると，案の定，待ち切れ
ずに駆け出して行った人がいました。母親
ではありませんでした。弟や妹でもなかっ
たのです。父親でした。日焼けした，あの
無口で少々不格好な大男が，息子に駆け寄
り，しっかりと腕に抱いたのです。
宣教師は身長が6フィート2インチ（188セ
ンチ）くらいありましたが，この大柄な父親
は息子の体が宙に浮くほど抱き上げ，長い
間離そうとしませんでした。息子をただ
じっと抱いたまま，一言も言いませんでし
た。息子の方も父親の首に両腕を回し，二
人はしっかりと抱き合っていたのです。永
遠という時間が一瞬止まったように思えまし
た。このような神聖な瞬間に敬意を表する
ために，全世界が静まり返ったかのようで
もありました。
そのときわたしは，永遠の父なる神のこ

とを思い浮かべました。御父は，御子が仕えるために出て行
き，そうする必要がなかったにもかかわらず犠牲を払い，御
自身の代価を払われるさまを御覧になっていたのです。代価
とは，いわば，差し出すために主が生涯をかけて備えられた
すべてのものに相当したのです。このような貴い瞬間に，御
父が聞く耳を持つ者に向かい，多少の感情を込めて次のよう

に言っておられる御
み

姿
すがた

を想像するのは難しいことではありま
せん。「これはわたしの愛する子，わたしの心にかなう者で
ある。」（マタイ3：17）また，勝利を得て帰って来られた御子
が「すべてが終

おわ

った（ヨハネ19：30）。父よ，わたしの霊をみ
手にゆだねます」（ルカ23：46）とおっしゃる御姿を目に浮か
べることもできます。

奇
くす

しき主の御
み

業
わざ

わたしの限られた想像力をもってしても，
このような天での再会を思い浮かべること
ができるのです。皆さんもわたしも同様の
再会を果たすことができるように祈ります。
和解，赦し，憐れみが得られるように，そし
てキリスト教徒として成長し人格を磨いて，
このような瞬間を心ゆくまで味わうことがで
きるように祈ります。
わたしのような者にもチャンスが与えられ

ているのです。わたしはこのことに驚嘆せ
ずにはいられません。もしわたしが「良い
知らせ」を正確に理解しているのであれば，
確かにチャンスがあります。望みを失わず
に努力し続け，ほかの人も同じ特権を得ら
れるようにするなら，わたしにも皆さんにも，
だれにでもこのチャンスがあるのです。

おごれるわれを救うために
み座

くら

を降りし主に驚く……
突き刺されし主の手を思い
その愛と恵み忘れ得ず
み座の前にひざまずいて
主のみ恵みをたたえまつらん……
ああ，奇しき主のみ業 5 ■

1985年11月24日，ソルトレーク神殿の神殿ワーカーへの
説教から。

注
1．「主イエスの愛に」『賛美歌』109番
2．『歴代大管長の教え――ジョセフ・スミス』（メルキゼデク神権と扶助協会の
教科課程，2007年）48

3．メルビン・J・バラード，Crusader for Righteousness（1966年），136－137
4．ディートリッヒ・ボンホーファー，The Cost of Discipleship，第2版（1959年），100
5．『賛美歌』109番

神がわたしたちに
与えられた
最大の賜

たま

物
もの

，
すなわち神の長子である
御子の生命を
無視したり，軽んじたり，
忘れたりしないように
するためには，
どうしたらよいのでしょうか。
それには，わたしたちが
罪の赦

ゆる

しを望み，
「父よ，彼らを
おゆるしください。
彼らは何をしているのか，
わからずにいるのです」という
祈りの中で最も勇気ある祈りに
永遠に感謝していることを
示さなければなりません。
また，罪を赦すように
努力しなければなりません。

33／ 2 0 0 8 年 1 2 月 号





彼はこう言っています。「わたしは神殿の儀
式，特に妻と3人の子供たちと結び固められた
儀式に対する信仰と証

あかし

に満たされて家路につ
きました。」
2005年にマナウスがベネズエラ・カラカス神
殿地区に属するようになるまで，最も近い神殿
は数千キロ離れたブラジル南東部にあるブラ
ジル・サンパウロ神殿でした。マナウスに住む
末日聖徒の中には，神殿に行こうという固い決
意のために，自宅や乗り物，仕事道具など，値
打ちのある物は何でも売り払って費用を捻

ねん

出
しゅつ

した人たちもいました。
サンパウロにたどり着くために，会員たちは
ボートに乗ってネグロ川をアマゾン川との合流
点近くまで行き，そこから東へ70マイル（約115
キロ）先のマデイラ川まで進みました。そしてマ
デイラ川をさらに南西へ，ポルトベリョ市を目指
して600マイル（約965キロ）を超える船旅をす
るのです。ポルトベリョ市からはバスに乗り込み，
今度は1,500マイル（約2,400キロ）の険しい道の
りを揺られながらサンパウロへと向かいました。
主の宮で奉仕した後，聖徒たちは再び7日間
かけて帰路についたものです。
マナウスからカラカスの神殿へ向かう最初の
旅行を準備したとき，聖徒たちは喜びのあまり

1992年，ベネディト・カルロス・ド・カル
モ・メンデス・マルティンズは，いちば
ん近くの神殿に家族を連れて行こう

と決心しました。実は，ブラジル北部のマナウ
スにある自宅からその困難な往復旅行をする
には，15日間も仕事を休む必要がありました。
しかし，勤め先の会社にとって多忙な時期だっ
たので，上司は休暇を与えるのを拒みました。
それでも彼の家族は，神殿への旅行を実現

するために貯金し，犠牲を払い，すでに準備を
整えていたので，何とかして出発できるよう祈
りました。彼らの祈りは，すぐに聞き届けられ
ました。
マルティンズ兄弟は次のように語ります。「旅
行の前日，わたしは寄生虫に感染していると診
断されたのです。病気になるなんて，ほんとう
に幸運でした。」
すぐに医師は，処

しょ

方
ほう

箋
せん

とともに，2週間の療
養を要するという診断書を書いてくれました。
規定によって，会社は休暇を与える義務があっ
たのです。翌日，家族は神殿へと旅立ちました。
「わたしは薬を持って出かけ，旅行の間，何
回か注射を打ってもらいました」とマルティンズ
兄弟は語ります。旅行から戻るまでに，マル
ティンズ兄弟の病気は完治していました。

世界中の
多くの末日聖徒にとって，
神殿への参入には
大きな犠牲が伴います。
ブラジルの
マナウスから
カラカスの
神殿へ向かって
最初の旅行をしたとき，
聖徒たちは
喜びのあまり
大声で
こう言ったものです。
「これからは神殿に，
たった40時間で
行けるんだ。」
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民の中に数えられるのです（3ニーファ
イ16：13参照）。
現在，アマゾナス州マナウス市内に
は8つのステークがありますが，ほかの
州内にも幾つかのステークがあり，伝
道部内には7つの地方部があります。
教会の発展について，また，主の子供
たちを集めるという主の業にあって神
殿が果たす役割について深く思い巡ら
すとき，モルモン書に記されている主の
約束に思いを向けずにはいられませ
ん。「そのとき，父は，御自分の民が彼
らの受け継ぎの地に戻されるように，
道を備えるためにすべての国民の中で
業を始められる。」（3ニーファイ21：28）
1990年から1993年にわたってマナ

ウスで伝道部会長を務めたとき，アマ
ゾン地域の多くの人々が，回復された
イエス・キリストの福音の原則を受け入
れ，教会に加わり，「聖約を交わ〔す〕」
のを目

ま

の当たりにしました（3ニーファイ
21：22）。その結果，神権の力が，とりわけ神殿の儀式を通し
て，この地域の人々の生活と家族に祝福をもたらすようになっ
たのです。
2007年5月，ブラジル国内で6番目の神殿がマナウスに建
設されることを大管長会が発表したとき，ブラジル北部の教
会員は喜びに満たされました。マルティンズ家族をはじめ，ブ
ラジル北部でますます増え続ける末日聖徒にとって，マナウ
スに神殿ができることは大きな祝福となるでしょう。それでも
世界中の多くの聖徒にとって，神殿への参入には今後も大き
な犠牲が伴います。
神殿の近くに住む人々が，神殿に参入する回数を増やすこ
とによって感謝を示すことができるよう願っています。またブ
ラジル北部の聖徒たちのように，ニーファイ人の模範に習って
「大いに働き，イエスが群集に御自身を現される〔神殿〕に……
集まることができるように」しようではありませんか（3ニー
ファイ19：3）。■

注
1.『賛美歌』183番

大声でこう言ったものです。「これから
は神殿に，たった40時間で行けるん
だ。」カラカスに着くまで聖徒たちは，
1,000マイル（約1,600キロ）の道のりをバ
スに乗ったまま，辛抱強く座っていなけ
ればなりませんでした。途中では，アマ
ゾン密林地帯の未開地を通り抜け，ブ
ラジルとベネズエラ間の国境で大型バ
スから小型バスに乗り換える必要もあ
りました。移動距離は短くなりましたが，
ビザ取得の費用が加わったため，神殿
への旅行には以前と同様，金銭面でか
なりの犠牲が求められました。
船旅の間，聖徒たちは「起

た

て，宮に入
い

りて」を歌いました。1 心を常に自分た
ちの旅行の目的に向け，敬

けい

虔
けん

な雰囲気
を保つために，バスの中でファイヤサイ
ドを開いたり，「主の山」などの教会が
制作した映画を見たりしました。
最初の神殿旅行に参加した会員たち

の手によって編さんされた旅行日誌に
は，自分たちが払った犠牲についてではなく，受けた祝福に
ついて，数々の思い出がつづられています。ある姉妹はこう
記しています。「今日

きょ う

，わたしは初めて神殿へ向かっている。
昨日，教会員になって20周年の記念日を祝ったが，これまで
多くの年月と時間をかけて，この日を迎えるために待ち続け，
準備してきた。友達や神権指導者の皆さんに心から感謝して
いる。特にイエス・キリストとその贖

あがな

いに対して，また天の御父
の宮に行くこの機会に対して，感謝と喜びで胸がいっぱいだ。」
この神殿旅行で，妻や子供たちと結び固められた一人の
兄弟は，「神殿は永遠とは何かをかいま見せてくれた」と語っ
ています。「神殿で交わした聖約を守るなら，もっと幸福にな
り，さらに豊かな生活を築けることに，一点の疑問も抱いてい
ない。わたしは家族を愛している。日の栄えの王国で家族と
ともに住むためにできることは，すべて行うつもりだ。」
ブラジル・マナウス伝道部は，ブラジル北部の6つの州に
福音を伝えるために1990年7月1日に設立されました。当時
これらの州では，教会はあまり知られておらず，会員もほとん
どいませんでした。しかし主がモルモン書の中で宣言してお
られるように，悔い改めて，主のもとに来る者は，末日に主の

ブラジル・マナウスに
建設が予定されている
神殿の建築完成予想図
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1986年6月，わたしは，自身の
エンダウメントを受けること
になっている母を乗せ，ア

ルバータ州カードストン神殿へと車を
走らせていました。わたしはすでに自
身のエンダウメントを受けていました
が，教会員ではない夫とわたしは，ブ
リティッシュコロンビア州のへんぴな所
に住んでいました。わたしはうっかり
して推薦状の期限を切らしてしまって
いました。そのため，母とは受付まで

ケ イ・プ ル ジ ビ ル

神殿に参入することで，
末日聖徒でない夫，そして
子供たちとの関係を
改善するための視点を
見いだすことができました。
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パートメンバーの家族

神殿の祝福
にもたらされた



しか一緒に行くことができませんでし
た。わたしは外に出て，神殿の壁に寄
りかかって泣きました。
あの経験の後，神殿の外で待たな

ければならないようなことは二度とし
ないと決心しました。夫は，この決心
を守れるように協力してくれました。
程なくして，できるかぎり頻繁に神殿に
参入できるようになりました。神殿で
わたしはある原則を学びました。それ
らの原則が，わたし個人の生活にも，
家族や友人との関係にもとても大きな
影響をもたらすことになるのです。

生活の変化
まず，自分の忍耐の度合いが変わっ
たのに気づきました。それまで何年も，
怒りをコントロールしようと努力してい
ましたが，あまりうまくいっていません
でした。しかし，神殿での礼拝を通し
て自分と天の御父との関係，また自分
とほかの人 と々の関係について学ぶ
と，自分の態度が変わりました。家族
や友人が，この地上に来る前から知っ
ていた人々であるということを実感す
るようになりました。彼らは，わたしの
人生のじゃまをしたり困らせたりする
人たちではなく，必要な事柄を学べる
よう，一緒に取り組んでくれる人たち
だったのです。彼らがわたしに何を伝
えようとしているかを分かろうとするに
つれて自分の理解が増し，皆，自分の
ペースで進歩しているということを受
け入れるだけの忍耐心を持つことがで
きました。人生とは，他人を自分の希
望に合わせた完

かん

璧
ぺき

な人間にしようと苦
労して教え込む場所ではなく，愛する
人 と々ともに完成を目指す楽しい旅で
あることにも気づかされました。

二つ目の変化は夫に対する態度で
す。結婚する前，夫には家族の中心に
なってもらいたい，そして夫婦の関係
をいつまでも続けたいと強く望んでい
ました。にもかかわらず，わたしは夫
の選択をなかなか受け入れることがで
きず，時には夫の習慣のために幸せな
生活に波風が立つこともありました。
神殿で，わたしと夫には，ともに完全な
永遠の夫婦になる可能性があることを
学びました。この新しい発見のおかげ
で，わたしたちは一緒に努力すればい
ろいろなことができるということが分
かりました。それぞれの持つ弱さ，強
さ，興味，才能がお互いをよく補い合
うとき，わたしたちは独りでいるときよ
りずっと強いチームになることができ
ました。
夫の相違点を受け入れることができ
るようになると，夫を批判する気持ち
が薄れ，結婚生活に協力と一致の精神
が生まれたのです。理想の自分に向
けてより早く成長していることが分か
りました。さらに夫も，わたしの協力
的な態度を感じ取り，もっと優しく接し
てくれるようになりました。
3つ目の好ましい変化は，今は成人

している4人の子供たちに，本人が望
む人生を歩ませてもよいのだという信
念を持てたことです。それまで，自分
には子供たちに決まった道を歩ませる
責任があると感じていました。教会に
あまり熱心に集っていない子供もいま
した。それでもわたしは，子供たちの
選択の自由を侵害することなく，彼ら
に良い影響を与えたいと願っていまし
た。ある神殿参入のとき，祈りのリスト
にその子供たちの名前を書き，彼らの
ために長い時間，心を込めて祈りまし
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た。子供たちの問題は解決するという，
深く平安に満ちた確信を持つことがで
きました。
後に，その経験について思い巡らし
ていたとき，御父は，わたしが子供を
愛する以上に彼らを愛してくださって
いるということを悟りました。なぜなら，
御父の方がよく彼らを理解されている
からです。御父は，わたしの子供たち
が祝福を受け，みもとに戻って来るよ
うに願っておられます。そして子供た
ちに学ぶ機会を与えられるのです。今
では，少しでも不安になるとその経験
を思い出し，自分にできることを行うよ
うにしています。後のことは主が行

おこな

っ
てくださることを知っています。
4つ目の変化は，ほとんどいつも心
に平安を保てるようになったことです。
神殿に入ることで，永遠という観点か
ら物事を見ることができるようになっ
たというのも理由の一つです。主は，
わたしたちが快適に暮らしていくのに
十分な資源を，責任をもってこの地上
に用意されました。そして，悪という
砂漠の中に徳というオアシスを用意し
てくださっていることを，わたしは確信
しています。もう自分が独りだとは思わ
なくなりました。聖霊はわたしの伴

はん

侶
りょ

です。わたしは，祈りを通していつで
も御父に話しかけることができるので
す。以前は，悩みに悩んだ末に物事を
決めていました。しかし今は，御

み

霊
たま

の
促しを求め，その促しに従って選ぶよ
うにしています。また，決まった生き方
を他人に押しつけることがなくなった
ので，「自分の救いを達成〔する〕」ため
により多くの時間と労力を費やすこと
ができるようになりました（モルモン
9：27）。



この新しい視点を持てたおかげで，肩の荷が
とても軽くなりました。主が語られたとおりです。
「わたしは柔和で心のへりくだった者である
から，わたしのくびきを負うて，わたしに学び
なさい。そうすれば，あなたがたの魂に休み
が与えられるであろう。
わたしのくびきは負いやすく，わたしの荷は
軽いからである。」（マタイ11：29－30）

家族の祝福
神殿で与えられる祝福が，平安，確信，忍耐

といった自分のための祝福に限られていたとし
ても，引き続き神殿に参入することは，わたしに
とって大切なことです。しかし，祝福はわたし個
人にとどまりません。ほかにも，自分と家族に祝
福をもたらしたたくさんの経験がありました。

● わたしは家族歴史に取り組むようになり，
今生きている家族，そして幕の向こうにい
る家族とともに，たくさんのすばらしい経

験をしてきました。
● 1993年11月，2番目の娘が神殿で結婚し
ました。わたしは結び固めに出席するこ
とができました。

● 2006年5月，結婚37年にして夫が教会に
入りました。2007年8月，夫とわたしは結
び固められました。そして2番目の娘が
わたしたちと結び固められました。2006
年11月に自身の夫と娘との結び固めを
終えていた長女は，2008年8月にわたし
たち夫婦と結び固めを受けました。

わたしは母に永遠に感謝するでしょう。母は
わたしが7歳のときにバプテスマを受け，わた
しをこの道に導いてくれました。その後も，わ
たしがもう一度神殿推薦状を手に入れたいと
強く思う機会を与えてくれました。母の模範に
従うことにより，わたし自身にたくさんの祝福が
もたらされました。これらの祝福はわたしのほ
かの家族にも広がっていったのです。■

神殿で，
わたしと夫には
完全な
永遠の夫婦になる
可能性があることを
学びました。
この新しい
発見のおかげで，
チームでいる方が，
独りでいるときよりも
強いということが
分かりました。
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預言者ジョセフ・スミスを知っていた多くの人々が預
言者との思い出をつづっています。そうした記録
の幾つかを，預言者を描いた作品とともに紹介し

ます。記録は，絵画に描かれた出来事とほぼ同時期のもの
もあれば，ずっと後に書かれたものもあります。しかしそれら
すべてが，ジョセフの，人として，また神の預言者としての生涯
をより深く知る助けとなっています。

預言者のいとこのジェシー・N・スミスはこのように述べま
した。「〔ジョセフは〕かつて会った人の中で群を抜いて最も
神に近い人物〔でした〕。……生来偽りを言ったり，欺いたり
することができず，最高の優しさと高潔さを備えていました。
一緒にいると，わたしはすべてを見通されているのではない
かと感じました。わたしはジョセフが自ら公言していたとお
りの人物であったことを知っています。」1
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右――エメリン・ブランチ・ウェルズはこ
う書いています。「わたしは預言者ジョ
セフ・スミスの内に，聖徒たちに喜びと
慰めをもたらす偉大な霊の力があるの
を認めていました。……変

へん

貌
ぼう

している
と思われるほどに神の力が預言者のう
えにとどまったことが何度もありました。
……預言者の顔は筆舌に尽くし難いほ
ど輝いていました。」2

前ページ左――預言者はしばしば森の
中で末日聖徒たちに語りました。アマ
サ・ポッターは次のように回想していま
す。「わたしは預言者がノーブー神殿の
西にある森の中で，立ち上がって大勢
の会衆に教えを説いたのを覚えていま
す。……すべての末日聖徒は一つの〔霊
的な〕賜

たま

物
もの

を持っており，義にかなった
生活を送り，またそれを求めることに
よって，聖なる御

み

霊
たま

がそれを現してくだ
さるであろう，と語りました。」3

前ページ右――パーリー・P・プラット
は，預言者ジョセフ・スミスとほかの人々
が，ミズーリ州リッチモンドの監獄に囚
人として捕らわれたときのことを記して
います。彼らは何時間も，番兵たちの不
快で冒

ぼうとく

的な文句や醜悪な言葉を聞か
されていました。「突然，ジョセフが立
ち上がり，雷鳴のように，あるいはほえ
るライオンのように，わたしの覚えている
かぎり次のように言いました。
『黙れ。……イエス・キリストの御

み

名
な

に
よっておまえたちを叱

しっ

責
せき

し，口をつぐむ
ように命じる。』｠……
おじけづいた番兵たち〔は〕……ジョセ
フ〔に〕……赦

ゆる

しを請〔い，〕……そして
静かにしていました。」4
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上――マーシー・R・トンプソンは預言者
についてこう記しています。「預言者，そ
してエマ夫人と一緒に彼らの馬車に
乗っていると，預言者が馬車から降り，
わたしの幼い娘のために草原の花を摘
んでくれることがありました。」5

上（挿入画）――ハイラム・スミスとジョセ
フ・スミスが棒引きをしている姿が描か
れています。モザイア・L・ハンコックは
こう書いています。「ジョセフ兄弟が棒
引きをしようと言いました。そして，……
相手をすべて，一人ずつ負かしていきま
した。」6

左――ユーニス・ビリングス・スノーはこ
う記録しています。「預言者の率いる
『ノーブー部隊』のパレードを見ました。
……預言者はエマ・へイル・スミス夫人と
ともに馬に乗り，部隊の先頭にいました。
……預言者はきれいな金髪。黒髪のエ
マは美しい乗馬服を着ていました。
ジョセフは上から下まで軍服をまとい，
エマは乗馬服に金ボタンをあしらってい
ました。……ジョセフのお気に入りの馬
は，チャーリーという大きな黒い馬でし
た。」7

「ノーブー部隊を率いるジョセフ」C・C・A・クリステンセン画，ブリガム・ヤング大学付属美術博物館の厚意により掲載
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右――パーリー・P・プラットはこう回想しています。「1835年2月
21日，わたしは使徒職の誓詞と聖約を交わし，ジョセフ・スミス，
オリバー・カウドリ，デビッド・ホイットマーの手によって厳粛にそ
の職，および同定員会の会員として任命および聖任された。」8

下――ルーシー・ウォーカー・キンボールはこう記しました。「預
言者は……自分自身を通して神が明らかにされた原則のため
に，自分の命を犠牲にしなければならないことをよく承知して
いました。……わたしは，預言者が自分の血をもって自身の証

あかし

を確実なものとするだろうと語るのを何度も聞きました。」9

注
1．『歴代大管長の教え――ジョセフ・スミス』（メルキゼデク神権と扶助協会の
教科課程），499

2．『教え――ジョセフ・スミス』502
3．『教え――ジョセフ・スミス』117
4．『教え――ジョセフ・スミス』351
5．マーシー・R・トンプソン，“Recollections of the Prophet Joseph Smith，”
Juvenile Instructor，1892年7月，399

6．『教え――ジョセフ・スミス』431
7．ユーニス・ビリングス・スノー，“A Sketch of the Life of Eunice Billings
Snow，”Woman’s Exponent，1910年9月，22

8．パーリー・P・プラット，Autobiography of Parley P. Pratt，パーリー・P・
プラット・ジュニア編（1938年），95

9．ルーシー・ウォーカー・キンボール，“Lucy Walker Kimball（Autobiography），”
Woman’s Exponent，1910年11月，34
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わずかしかなくても，
それで十分でした
スエリ・デ・アキノ

クリスマスが間近に迫ってい
ました。でもその年，我が
家ではたくさんの食べ物も

おもちゃもないままでお祝いをしようと
していました。父が亡くなり，母は少し
の寡婦年金を受け取るようになったば
かりで，あとはわずかな家賃収入があ
るだけでした。
あの日，わたしたちは，ブラジルの
リオデジャネイロにあるアパートの居
間にいました。部屋は静まり返ってい
ました。そのとき突然，建物の外でだ
れかが来たような気配がしました。
わたしは立ち上がってブラインドの

透き間から外を見ました。そこからは
建物の入り口が見えるのです。そこに
いたのは，ホームレスの女性でした。
2，3個の袋を持って，ぼろぼろの服を
まとっていました。わたしは，彼女が何
をしようとしているのかという好奇心か
らしばらく見ていました。その人は小
さな紙袋を開けて，クッキーを数枚取
り出して食べ始めました。すると今度
は，硬貨が数枚入っている小さな袋を
開けて中身を数え始めました。
わたしは子供心にもその人をかわい

そうに思い，そっと母を呼んで言いま
した。「おばあさんが外にいるよ。
こっちに来て，見てごらんよ。」母も見
て，気の毒に思いました。母はわたし
に，いつもわずかなお金を入れている
缶を持って来るように言うと，音を立て
ないようにアパートの部屋を出て，廊下
の窓から静かにお札を落としました。
わたしはお札が落ちて行くのを窓の

そばで見ていました。年老いたその
女性は，お金が1枚，また1枚と落ちて
来るのに気づきました。お金がどこか
ら来るのか知ろうとして，彼女は建物
の窓を見ました。窓は全部閉まってい
ます。そのとき，すばらしいことが起こ
りました。彼女は天に目を上げ，しわ
だらけの両手を伸ばしたのです。今

度はその手を胸に当て，受けた贈り物
に感謝していました。
窓にかかっているブラインドの陰で，

わたしたちは感謝の涙を流しました。
わたしたちの持っているものはわずか
しかなくても，さらにわずかなものしか
持っていない人に喜びをもたらすに
は，それで十分だったからです。■

わたしたちは
感謝の涙を
流しました。

わたしたちの
持っているものは
わずかしかなくても，
さらにわずかなものしか
持っていない人に
喜びをもたらすには，
それで十分だった
からです。
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ILLUSTRATIONS
BY DOUG FAKKEL

声に出して読んでいることでしょう。家
族の顔が目に浮かびました。でも，そ
こにはわたしはいないのです。
深く考えながら，家族とのきずなを
もっとよく感じられる方法がないかと，
祈り求めました。すると突然，電話が
鳴りました。母からの電話です。母は
わたしに聞かせたいものがあると言い
ました。電話に内蔵されたスピーカー
から音が出るようにして，耳を澄ます
と，3人の妹が実家のピアノの周りに集
まり，「あなたにも聞こえますか」という
クリスマスの歌を歌ってくれました。こ
れまで聞いたことがないほど美しい歌
でした。夫とわたしは，目に涙を浮か
べながら，電話の向こうの歌声に耳を
傾けました。3つのパートに分かれた
見事なハーモニーでした。実家にいる
はずの家族がわたしたちと一緒に同
じ部屋にいるように感じました。

国を横断して届いた
クリスマスキャロル
ヘザー・ボーシャン

音楽と歌はわたしの家族に
とって常にとても大切なもの
でした。子供のころ，姉が

ピアノを弾き，ほかの5人のきょうだい
とわたしはピアノの周りで好きなクリス
マスの歌を歌ったものです。それはわ
たしの大事な思い出の一つです。
高校を卒業すると，わたしは結婚す
るまで実家の近くに住んでいました。
夫はわたしたちの町にある合衆国空
軍基地に配属されていました。1年半
後，夫とわたしは生後2か月の娘を連
れて，国を横断して転勤しました。そ
の後もう一人子供ができて，二人の赤
ちゃんにかかる費用がかさんで，なか
なか帰省できませんでした。実家の両
親は，まだ家に子供が6人もいたので，
わたしたちに会いに来てくれる余裕が
ありませんでした。実家から遠く離れ，
軍務で夫が家を空けることも多かった
ので，わたしはしばしば寂しい思いを
しました。特につらかったのは，クリ
スマスの時期です。
1996年のクリスマスイブのことで

す。夫とわたしは二人の幼い子供
と一緒に伝統的なクリスマスのお
祝いをしていました。でも，両親や
きょうだいたちのことばかり考えて
しまいました。時計を見ると，実家
では，床の上にきちんと敷いた毛
布に皆が座り，果物や小さなソー
セージ，チーズ，クラッカーなどの
「クリスマスのピクニック風ごちそ
う」を食べている時刻でした。父
は聖文からキリストの降誕の話を

家族の素朴な歌声は，あのクリスマ
スイブの日に，優しいクリスマスの精神
をわたしたちの家にもたらしてくれま
した。わたしはその精神をいつも大
切にしたいと思っています。その年の
クリスマスには，たくさんのプレゼント
をもらいました。店で買って丁寧に包
装され，シールがはられていました。で
も，わたしたちにとって最もかけがえ
のない贈り物は，
あのすばらしい
歌でした。■

家族の
素朴な歌声は，
あの

クリスマスイブの日に，
優しいクリスマスの精神を
わたしたちの家に
もたらしてくれました。
わたしはその精神を
いつも大切にしたい
と思っています。
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最高の
クリスマスプレゼント
ケティ・テレサ・オルティス・デ・アリスメンディ

まだ2歳だったころ，母が重い
病気にかかりました。預け
られる人がいなかったた

め，母はボリビアのトゥピサにある
病院にわたしを連れて行きました。
間もなく母は亡くなり，わたしは
独り残されました。
幼少期から10代にかけて，い

ろいろな場所をたらい回しにさ
れたわたしは，家族がどのような
ものかを知らず，贈り物をもらっ
たこともありませんでした。誕生
日やクリスマスでさえ贈り物をも
らうことはありませんでした。
独りぼっちだったわたしは，

たくさんの試練や危険に直面し
ながら成長しました。そのときはま
だ，自分が決して独りきりではなく，
見えざる手によって守られていたと
いうことを知りませんでした。
15歳のとき，ある末日聖徒の家族

から一緒に暮らしてみないかという
申し出を受けました。少し年上の娘
さんがいて，わたしをミューチャルに
連れて行ってくれました。皆がわた
しを歓迎し，関心を示してくれまし
た。生まれて初めて，愛と思いや
りをもって接してもらえたのです。
わたしは宣教師に紹介され，福
音を学び始めました。程なくして，わ
たしには愛にあふれた天の御父が
おられることと，御父はずっとわたしを
守ってくださっていたことを実感しまし
た。わたしは福音を受け入れ，1978
年のクリスマスイブにバプテスマを受け

ました。その日の夜，わたしにとって初め
ての，そして今も何よりも大切にしているク
リスマスプレゼントをもらいました。わたし
は主の教会の会員になったのです。
贈り物はそれだけではありませんでし
た。2年後，教会の会員ではない青年
と出会いました。わたしはその青年を
教会に連れて行きました。そして，彼が

自身のバプテスマの聖約を交
わした後，わたしたちは
結婚しました。その後，
天の御父は主人とわ
たしに3人の子供を
授けてくださいまし
た。子供たちはアル
ゼンチン・ブエノスアイ
レス神殿で，この世に
おいても永遠にわたっ
ても，わたしたちと結び

固められました。
小さいころ，わたしは「身寄り

のない哀れな少女」と言われてい
ました。今，そのことを思い返すと感

謝の念に満たされます。なぜなら，いつ
もわたしを愛してくださるお父様がいらっ
しゃることを知るという祝福を受けたか
らです。わたしはまた，救い主の限りない
愛も味わってきました。主は預言者ジョ
セフ・スミスを通して御自身の教会を回復
されました。ジョセフ・スミスは前世で選
ばれ，モルモン書の翻訳に熱心に取り
組みました。モルモン書には完全な福音
が載せられていることを知っています。
15歳のときに，初めての，そして最高の
クリスマスプレゼントを頂いて以来，わた
しは主の深い憐

あわ

れみに包まれてきまし
た。今でもこの贈り物への感謝を心に
抱いています。そして，来世のことをいつ
も忘れずに生活するように努めています。
そこでわたしは御父と御子に感謝を述
べ，愛する家族とともに永遠に住みたい
と望んでいます。■

その日の夜，
わたしにとって
初めての，

そして今も何よりも
大切にしている
クリスマスプレゼントを
もらいました。
わたしは
主の教会の会員に
なったのです。



思いがけない教訓
エリン・ウィルソン

仕事のためニューヨークに
引っ越したわたしは，12月
のある夜，新居に必要なも

のをそろえるため買い物に出かけまし
た。街は吹雪に見舞われた後で，通り
はひざの高さまで雪が積もっていまし
た。わたしは暖かいダウンコートに身
を包み，休日の買い物客であふれる人
込みの中を駅に向かいました。
いらいらしながら電車を待つ間，わ

たしは何を買うかを頭の中で整理して
いました。やっと到着した電車に乗り
込むと，席が空いていないか見回しま
した。最も近い空席は，年老いたホー
ムレスの男性の真正面でした。男性に
は暖かいコートもなく，厚着もしていま
せん。がらくたのような物でいっぱい
のビニール袋を幾つか持っているだけ
です。
不快なにおいのするその男性のそ

ばに座りたくありませんでした。それ
に，いかつい外見をしていたので近づ
いては危険かもしれないと思いまし
た。何よりも，お金をせがまれたくあり
ませんでした。わたしはとっさに男性
とは反対側の端へ行き，腰を下ろしま
した。ほかの乗客も皆，車両の端に
行ってしまい，その男性は独り残され
ました。
少ししてから，一人の青年が電車に
乗り込むと，ホームレスの男性の真正
面に座りました。その青年は，ためら
うことなくうれしそうな笑みを浮かべ，
握手し，明るくあいさつしました。男性
の顔がほころび，二人は楽しそうに話
し始めました。それから15分間，二人
は和気あいあいと話していました。

それを見ていたわたしは，クリスマ
スの真の精神を思い出しました。会話
に熱中しながら，青年は立ち上がって
ベストとシャツ，それからその下に着て
いたもう一枚の長袖のシャツを脱ぎま
した。下着1枚になった青年は，その
長袖のシャツをホームレスの男性に手
渡しました。老人は快くシャツを受け
取り，二人はまた話を続けました。わ
たしは次の駅で電車を降りましたが，
青年の優しさに感動していました。身
勝手な自分のことを後ろめたく思いま
したが，もっと善い人になりたいという
望みがわいてきました。

王の王は，卑しい馬屋という，最も
粗末な境遇の中でこの世に生を受け
られました。世界は，貴い救いの賜

たま

物
もの

である神の御子を与えられたのです。
わたしの人生に与えられた，救い主と
いう賜物に感謝しています。また，神
の子供たちに対する主の限りない愛と
哀れみを思い出させてくれたこの経験
に感謝しています。あの年のクリスマ
ス，わたしは今よりも親切になり，自分
を忘れ，救い主イエス・キリストのよう
になりたいという望みを新たにしたの
です。■

その青年は，
ためらう
ことなく

うれしそうな
笑みを浮かべ，握手し，
明るくあいさつしました。
男性の顔がほころび，
二人は楽しそうに
話し始めました。



記事のおかげで強くなれました
ある日，わたしは断食をしていまし

た。問題が山積みだったからです。そ
して2007年7月号の『リアホナ』を開き
ました。「スペンサー・W・キンボール
だいかんちょうのしょうがいから」とい
うシリーズの「あくから遠ざかる」とい
う記事を読むことにしました。子供の
ページなので，普段なら読まない記事

です。この話は，自分を取り巻いてい
た悪い影響から逃れる助けとなりまし
た。この記事から強さを得ることがで
きました。わたしはすべての人に，『リ
アホナ』のすべてのページを読むよう
にお勧めします。
『リアホナ』は，わたしにとっての光
であり守りです。友人に福音を宣

の

べ伝
えるときも，まず『リアホナ』を使ってい
ます。
コートディボアール，アルレット・アツィ

レッスンで使う奥の手
ある日，若い女性のレッスンを準備

していたとき，補足資料が必要なとこ
ろがあることが分かりました。そこで，
優れた青少年指導者にとっての奥の
手，「アロン神権者および若い女性用
リソースガイド」を開きました。このガ
イドには，若い男性，若い女性のレッ
スンで補足できるよう，預言者やその
他の中央幹部による最新の話や記事

の参照箇所が載せてあり，青少
年が今

こん

日
にち

の問題に立ち向かう
一助となっています。
これらの話や記事は，正し
い経路を通って出版された真
実の教義ですので，指導者とし
て安心して使うことができます。
レッスンに取って代わることはあ
りませんが，補足として自由に使う
ことができます。
アメリカ合衆国，ユタ州，ジェネル・ウェルズ

大好きなページ
『リアホナ』というすばらしい出版物
を手にできることは大きな祝福です。
この機関誌のおかげで，預言者の言葉
を読み，世界中の兄弟姉妹の霊的な経
験を知ることができます。特に「末日聖
徒の声」が好きです。すばらしい話が
載っていて，自然と御

み

霊
たま

を感じます。
わたしはパソコンに，教会の公式
ウェブサイトにある機関誌のPDF版を
保存しています。御霊をいっぱいに受
けられるよう，一日の始まりに記事を一
つ読んでいます。『リアホナ』に感謝し
ています。
コロンビア，オスカル・ハビエル・アルバレス・ゴメス

効果的な手段
効果的な道具である『リアホナ』の
おかげで，世界中の教会員の証

あかし

と経験
を知ることができます。また，指導者
からの勧告だけでなく，ほかの会員に
ついての話を読むことができるのに感
謝しています。彼らの言葉は，確かに
わたしを導いてくれます。また，機関
誌のおかげで，世界規模での教会の発
展と成長を知ることもできます。
レユニオン島，ダリス・アドルフ
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どうして分かったのですか
これまでに何度も，大管長会や中央
幹部に手紙を書いて，「どうして分かっ
たのですか」と尋ねたいと思いました。
総大会のお話を何度も聞き，そして読
むうちに，わたしの抱えている具体的
な問題について，主が直接わたしに話
しかけられているように感じたからで
す。これらの経験から，天の御父がど
れほどわたしを愛し，わたしがもっと
善い人になるために手を差し伸べて
おられるかが分かるようになりました。
総大会の話は，どこにいてもわたしの
もとに届きました。たとえ遠くにいても
です。それらの話は，時には悔い改め
の呼びかけ，時には導き，時には慰め
となりました。これらの記事を通して，
天の御父がどんなにつぶさにわたしを
見ておられるかが分かりました。自分
が天の御父のお気に入りの子供にな
れたように感じることがよくあります。
アメリカ合衆国，モンタナ州，
チャーリーン・クレンショー

読 者 か ら の 便 り
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「幼
おさな

子
ご

イエス」ジェレミー・ウィンボーグ

イエス・キリストは「わたしたちの先祖の地であるエルサレムで，マリヤからお生まれになる。
マリヤは聖霊の力により覆われて身ごもり，男の子，まことに神の御子をもうけるおとめであって，

尊い，選ばれた器である。」（アルマ7：10）
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